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三
月
一
二
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
「
平
成
二
五
年
度
学
位

記
授
与
式
」
が
行
わ
れ
た
。
�

　
校
歌『
未
来（
あ
す
）へ
の
扉
』の
斉

唱
に
続
き
、
北
島
政
樹
学
長
か
ら
学
部

卒
業
生
総
代
の
亀
田
恵
さ
ん（
作
業
療

法
学
科
）へ
、
杉
原
素
子
副
大
学
院
長

か
ら
修
了
生
総
代
の
結
城
俊
也
さ
ん（
医

療
福
祉
学
研
究
科
 

博
士
課
程
）へ
、

そ
れ
ぞ
れ
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
�

　
さ
ら
に
、
各
学
科
の
学
業
最
優
秀

者
に
「
学
長
賞
」
が
、
博
士
課
程
・

修
士
課
程
の
研
究
業
績
優
秀
者
に
「
大

学
院
長
賞
」
が
授
与
さ
れ
た
。
�

　
北
島
学
長
、
矢

義
雄
総
長
の
式

辞
に
続
き
、
来
賓
の
大
田
原
市
長
・

津
久
井
富
雄
様
、
栃
木
県
知
事
代
理
・

大
塚
崇
央
様
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。
�

　
亀
田
恵
さ
ん
の
「
卒
業
生
謝
辞
」
、

結
城
俊
也
さ
ん
の
「
修
了
生
謝
辞
」
、

佐
久
間
達
生
さ
ん
（
理
学
療
法
学
科
）

の
「
卒
業
記
念
品
贈
呈
」
を
も
っ
て

無
事
に
閉
式
。
そ
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ「
学

科
別（
大
学
院
）学
位
記
伝
達
式
」
に

臨
ん
だ
。
�

■
学
部
卒
業
者
　

合
計
　
　
　
　
　
　
１
２
３
９
名
�

保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
５
３
９
名
�

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
２
５
名
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
９
６
名
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

７
６
名
�

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

７
４
名
�

 

●
 

視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
５
名
�

 

●
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
　
　
　
　
 

１
２
３
名
�

医
療
福
祉
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
１
６
８
名
�

 

●
 

医
療
福
祉
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　

２
名
�

 

●
 

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　

 
１
６
６
名
�

薬
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
８
名
�

 

●
 

薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
２
８
名
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
１
５
７
名
�

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

５
３
名
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

６
０
名
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
４
名
�

福
岡
看
護
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
 
 

９
７
名
 
 
 
 

　

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

９
７
名
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
１
５
０
名
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

７
６
名
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

３
７
名
�

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

３
７
名
�

■
大
学
院
修
了
者
　

合
計
　
　
　
　
　
　
２
１
０
名
�

□
修
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
９
名
�

医
療
福
祉
学
研
究
科
　

合
計
　
　
　
　
　
１
７
８
名
�

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

１
１
５
名
�

 

●
 

医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

３
９
名
�

 

●
 

臨
床
心
理
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
 

２
４
名
�

薬
科
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
名
�

 

●
 

生
命
薬
科
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
名
�

□
博
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
 
　
　
　
３
１
名
�

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
 
　
　
　
 

３
１
名
�

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
　
　
 

３
１
名
�

（
論
文
博
士
８
名
を
含
む
）
�

■
学
長
賞
�

保
健
医
療
学
部
�

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
馬
場
美
和
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　佐
久
間
達
生
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
亀
田
恵
�

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
 　
亀
井
も
も
こ
�

 

●
 

視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　　
平
山
真
奈
美
�

 

●
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
　
　
　
　　
高
見
光
咲
�

医
療
福
祉
学
部
�

 

●
 

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　

塩
野
谷
結
実
�

薬
学
部
�

 

●
 

薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
根
来
加
菜
子
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
�

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
田
中
優
大
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　　
島
田
真
衣
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　　
　
鈴
木
美
咲
�

福
岡
看
護
学
部
�

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
小
夜
子
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　

　
堤
ま
ど
か
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　

　
　
坂
井
和
美
�

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　　
　
　
田
口
智
子
�

■
大
学
院
長
賞
�

博
士
課
程
�

 

●
 

先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
研
究
分
野
　
結
城
俊
也
�

修
士
課
程
�

 

●
 

ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
養
成
分
野
　
難
波
め
ぐ
み
�

 

●
 

視
機
能
療
法
学
分
野
　
　
　
　
　
　　
山
田
明
子

■
卒
業
す
る
留
学
生
�

保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
�

 

●
 

邵 

双
燕
（
シ
ョ
ウ
・
ソ
ウ
エ
ン
）
＝
中
国
�

 

●
 

趙 

相
大
（
チ
ョ
ウ
・
サ
ン
デ
）
＝
韓
国
�

医
療
福
祉
学
部
　
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

 

●
 K

E
O
M
A
N
Y
 P
A
LO
M
A
�

（
ケ
オ
マ
ニ
ー
・
パ
ロ
マ
）
＝
ラ
オ
ス
�

■
修
了
す
る
留
学
生
�

修
士
課
程
�

 

●
 

李
 
振
媛
（
リ
・
シ
ン
エ
ン
）
＝
中
国
�

 

●
 

劉
 
礼
洋
（
リ
ュ
ウ
・
レ
イ
ヨ
ウ
）
＝
中
国
�

 

●
 

金
 
泰
延
（
キ
ム
・
テ
ジ
ョ
ン
）
＝
韓
国
�

 

●
 

金
 
景
子
（
キ
ム
・
キ
ョ
ン
ジ
ャ
）
＝
韓
国
�

 

●
 

丁
 
逸
晨
（
テ
ィ
ン
・
イ
シ
ン
）
＝
中
国
�

 

●
 

郭
 
延
洲
（
カ
ク
・
エ
ン
シ
ュ
ウ
）
＝
中
国
�

 

●
 

張
 
明
暉
（
チ
ョ
ウ
・
ミ
ン
キ
）
＝
中
国
�

 

●
 

張
 

瑩
（
チ
ョ
ウ
・
ギ
ョ
ク
エ
イ
）
＝
中
国
�

 

●
 

張
 
明
東
（
チ
ョ
ウ
・
ミ
ン
ト
ウ
）
＝
中
国
�

 

●
 

李
 
麗
（
リ
・
レ
イ
）
＝
中
国
�

 

●
 

周
 
丹
陽
（
シ
ュ
ウ
・
タ
ン
ヨ
ウ
）
＝
中
国
�

 

●
 

李
 
徳
盛
（
リ
・
ト
ク
セ
イ
）
＝
中
国
�

【
博
士
課
程
修
了
者（
論
文
博
士
を
含
む
）】�

・
閔
敏（
ミ
ン
・
ミ
ン
）（
福
祉
支
援
工
学
分
野
）＝
中
国
�

　『
施
設
に
お
け
る
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
行
動
の
評

価
 

―
活
動
量
計
を
手
が
か
り
に
―
』
�

・
阿
部
眞
澄
（
診
療
情
報
管
理
・
分
析
学
分
野
）
�

　『
肺
炎
に
お
け
る
年
齢
に
よ
る
治
療
内
容
お
よ
び
診
療

報
酬
の
相
違
 
―
D
P
C
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る
も
の
―
』�

・
江
戸
優
裕
（
福
祉
援
助
工
学
分
野
）
�

　『
踵
骨
 
―
下
腿
の
運
動
連
鎖
の
動
態
解
析
』
�

・
甲
斐
健
太
郎
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）
�

　『
鎮
痛
剤
使
用
の
国
内
外
差
に
よ
る
薬
剤
・
医
療
費

へ
の
影
響
及
び
国
内
外
差
が
生
じ
た
要
因
考
察
』
�

・
菊
池
昭
江
（
看
護
学
分
野
）
�

　『
高
度
な
看
護
を
実
践
す
る
専
門
職
業
人
に
至
る
自

律
性
形
成
モ
デ
ル
の
構
築
』
�

・G
Y
A
W
A
L
I B
IJ
A
Y

（
ゲ
ワ
リ
・
ビ
ゼ
イ
）（
医
療
福

祉
学
分
野
）＝
ネ
パ
ー
ル
�

　『M
ental H

ealth and W
elfare in Post C

onflict 
Setting: A Study from

 H
ighly C

onflict Affected 
Area in N

epal

』
�

・
小
林

（
理
学
療
法
学
分
野
）
�

　『
敏
捷
性
に
着
目
し
た
転
倒
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
法
に
関
す
る
研
究
』
�

・
佐
久
間
伸
一
（
医
療
福
祉
心
理
学
分
野
）
�

　『T
asks for Positive Psychology from

 the 
C
om
petence Psychological Point of V

iew

』
�

・
佐
藤
美
香
子
（
医
療
福
祉
経
営
学
分
野
）
�

　『
高
齢
者
に
お
け
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
医
療
経

済
評
価
』
�

・
冨
永
琢
也
（
理
学
療
法
学
分
野
）
�

　『
転
倒
を
回
避
す
る
た
め
に
生
じ
る
前
方
ス
テ
ッ
プ

動
作
能
力
に
対
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
考
察
』
�

・
西
尾
大
祐
（
理
学
療
法
学
分
野
）
�

　『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
お
け
る
脳

卒
中
患
者
の
早
期
在
宅
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
の
課
題

と
対
策
』
�

・
原
毅
（
理
学
療
法
学
分
野
）
�

　『
周
術
期
消
化
器
が
ん
患
者
に
お
け
る
手
術
後
身
体

運
動
機
能
の
影
響
因
子
に
つ
い
て
』
�

・
樋
口
謙
次
（
理
学
療
法
学
分
野
）
�

　『
保
存
期
慢
性
腎
臓
病
患
者
に
お
け
る
運
動
療
法
の

安
全
性
と
有
効
性
に
つ
い
て
』
�

・
牧
野
和
子
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
研

究
分
野
）
�

　『
利
用
者
の
自
立
支
援
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
習
得
す
べ
き
要
素
の
可
視
化
に
関
す

る
研
究
』
�

・
丸
山
裕
司
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
研

究
分
野
）
�

　『
超
高
齢
離
島
に
お
け
る
生
活
環
境
と
要
介
護
化
と

の
関
係
に
つ
い
て
 

―
地
方
都
市
と
の
比
較
を
通
し
て

―
』
�

・
三
浦
建
太
郎
（
医
療
福
祉
学
分
野
）
�

　『
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
実

施
記
録
シ
ス
テ
ム
構
築
の
記
録
 
―
高
齢
者
の
生
活
支

援
の
現
場
か
ら
の
I
C
T
活
用
の
ト
ラ
イ
ア
ル
―
』
�

・
山
田
洋
一
（
理
学
療
法
学
分
野
）
�

　『
理
学
療
法
評
価
に
お
け
る
視
覚
的
分
析
能
力
の
調

査
』
�

・
結
城
俊
也
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
研

究
分
野
）
�

　『
脳
卒
中
者
に
お
け
る
自
己
存
在
感
の
変
容
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
の
研
究
 
―
解
釈
的
現
象
学
的
分
析
を
用

い
て
―
』
�

・
渡
辺
純
子
（
医
療
福
祉
心
理
学
分
野
）
�

　『
う
つ
病
患
者
の
時
間
的
展
望
　
時
間
的
展
望
テ
ス

ト
（
T
P
T
）
の
適
用
』
�

・
阿
武
幸
美
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
研

究
分
野
）
�

　『
認
知
症
の
人
に
対
す
る
ケ
ア
「
寄
り
添
う
ケ
ア
」

に
関
す
る
研
究
』
�

・
小
町
祐
子
（
視
機
能
療
法
学
分
野
）
�

　『
重
度
脳
性
麻
痺
患
者
に
お
け
る
視
機
能
評
価
方
法

の
検
討
』
�

・
中
川
ひ
ろ
み
（
看
護
学
分
野
）
�

　『
待
機
的
結
腸
直
腸
開
腹
手
術
患
者
に
お
け
る
手
術

部
位
感
染
の
リ
ス
ク
因
子
の
検
討
 
―
ス
ト
ー
マ
造
設

と
周
術
期
栄
養
状
態
に
焦
点
を
あ
て
て
―
』
�

・
福
西
朱
美
（
医
療
福
祉
心
理
学
分
野
）
�

　『
非
定
型
う
つ
病
の
医
療
福
祉
心
理
学
的
研
究
』
�

・
高
橋
佐
和
子
（
看
護
学
分
野
）
�

　『
大
学
薬
物
乱
用
防
止
教
育
担
当
者
お
よ
び
学
生
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
の
把
握
 
―
大
学
生
の
大
麻
等
薬
物
乱

用
防
止
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
向
け
て
―
』
�

・
足
立
耕
平
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
分
野
）
�

　『
て
ん
か
ん
患
者
へ
の
外
科
手
術
が
術
後
の
生
活
適

用
に
与
え
る
影
響
』
�

・
中
村
富
美
子
（
看
護
学
分
野
）
�

　『
養
護
教
諭
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル
に
基
づ
く

ス
キ
ル
ラ
ダ
ー
の
開
発
』
�

・
姜
珠
賢（
カ
ン
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン
）（
医
療
福
祉
経
営
学

分
野
）＝
韓
国
�

　『
医
療
機
関
評
価
認
証
制
度
（
J
C
I
）
が
病
院
経

営
成
果
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究
』
�

・
坂
本
千
枝
子
（
診
療
情
報
管
理
・
分
析
学
分
野
）
�

　『
D
P
C
デ
ー
タ
の
禁
煙
指
数
と
併
存
症
を
用
い
た

が
ん
疾
患
の
臨
床
評
価
』
�

・
徐
輝（
ジ
ョ
・
キ
）（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

発
研
究
分
野
）＝
中
国
�

　『
中
国
上
海
市
に
お
け
る
高
齢
者
介
護
意
識
に
関
す

る
研
究
 
―
一
人
っ
子
政
策
の
影
響
を
探
る
』
�

・
増
原
真
砂
子
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発

研
究
分
野
）
�

　『
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
個
別
性
に
配
慮

し
た
自
立
支
援
の
検
討
』
�

・
矢
野
美
和
（
先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開
発
研

究
分
野
）
�

　『
自
立
支
援
介
護
が
与
え
る
影
響
 
―
排
泄
の
自
立

へ
の
取
り
組
み
と
介
護
職
員
の
モ
ラ
ー
ル
お
よ
び
離
職

率
―
』
�

・
四
之
宮
佑
馬
（
視
機
能
療
法
学
分
野
）
�

　『
外
斜
視
に
お
け
る
交
代
遮
蔽
時
と
単
眼
時
の
衝
動

性
眼
球
運
動
の
潜
時
』
�

（
論
文
タ
イ
ト
ル
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
�

：
�

：
�



大
学
院
長
賞
受
賞
者
�

大
田
原
各
学
科
選
抜
�

　
私
は
二
〇
数
年
間
、理
学
療
法
士
と
し
て
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、い
つ
の
頃
か
ら
か
、狭
量
な
己
の「
べ
き
論
」

の
中
に
患
者
様
を
閉
じ
込
め
、ひ
と
り
悦
に
入
っ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。ど
う
す
れ
ば

患
者
様
の
主
観
的
世
界
を
理
解
で
き
る
の
か
、

当
時
の
私
に
は
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。�

　
そ
ん
な
と
き
、「
現
象
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」と

い
う
ひ
と
つ
の
方
法
論
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。意
識
に
直
接
現
れ
た
も
の
に
、内
在

と
し
て
の
絶
対
性
を
認
め
よ
う
と
い
う
こ
の
考

え
方
は
、暗
中
模
索
の
中
で
一
筋
の
光
明
で
し

た
。さ
ら
に
幸
運
だ
っ
た
の
は
、主
流
と
は
言
い

が
た
い
こ
の
研
究
方
法
に
理
解
を
示
し
、温
か

く
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
竹
内
孝
仁
先
生
と
の

出
会
い
で
し
た
。恩
師
と
現
象
学
、こ
の
ふ
た
つ

の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、私
の
研
究
は
成
立
し

な
か
っ
た
は
ず
で
す
。出
会
い
と
は
奇
な
も
の
。

求
め
て
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、不
断
の

努
力
を
し
て
い
る
者
の
上
に
は
自
然
と
舞
い
降

り
て
き
ま
す
。そ
う
信
じ
て
精
進
を
怠
ら
ぬ
こ

と
が
肝
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。�

出
会
い
を
大
切
に
�

離
島
で
疾
病
管
理
や
�

健
康
増
進
に
携
わ
り
た
い
�

矢

義
雄
総
長
�

修
士
課
程
　
保
健
医
療
学
専
攻
�

ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
�

養
成
分
野
　
難
波
め
ぐ
み
�

　
本
日
は
、

卒
業
生
の
み

な
さ
ま
は
も

と
よ
り
、
今

日
ま
で
ご
支

援
さ
れ
て
こ

ら
れ
ま
し
た

ご
両
親
、
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
も
お
慶
び
の
こ
と
と
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
�

　
昨
日
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が
経
過

い
た
し
ま
し
た
。
復
興
の
槌
音
が
聞
か
れ
る

一
方
、
い
ま
だ
に
多
く
の
方
々
が
将
来
へ
の

不
安
を
抱
え
た
ま
ま
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

記
憶
に
新
し
い
ソ
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

日
本
の
一
〇
代
の
若
者
三
人
が
メ
ダ
リ
ス
ト

と
な
り
、
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
諦
め

な
い
で
挑
み
続
け
る
こ
と
の
尊
さ
を
伝
え
ま

し
た
。
特
に
、
仙
台
出
身
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
・
羽
生
結
弦
君
の
大
活
躍
は
被
災
地

の
方
々
に
と
っ
て
大
き
な
心
の
支
え
に
な
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
本
学
は
、
病
め
る
人
も
、
障
害
を
持
つ
人

も
、
健
常
な
人
も
、
互
い
を
認
め
合
っ
て
暮

ら
せ
る
「
共
に
生
き
る
社
会
」
の
実
現
を
め

ざ
す
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
て
掲
げ
、
一

九
九
五
年
に
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て

開
学
し
ま
し
た
。
昨
今
、
就
職
氷
河
期
と
言

わ
れ
る
な
か
、
本
学
へ
の
求
人
数
は
卒
業
生

ひ
と
り
当
た
り
九
八
人
と
い
う
驚
く
べ
き
数

字
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
み
な
さ
ん

の
先
輩
が
医
療
福
祉
の
現
場
で
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
証
で
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
は

こ
れ
を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、
今
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
で
大
き
な
励
み
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
�

　
本
日
、
み
な
さ
ん
は
学
び
舎
の
地
、
こ
こ

大
田
原
か
ら
巣
立
っ
て
い
か
れ
ま
す
が
、
一

人
ひ
と
り
が
医
療
福
祉
専
門
職
の
リ
ー
ダ
ー

を
め
ざ
し
、
「
共
に
生
き
る
社
会
」
を
つ
く

る
先
導
者
と
な
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、
常

に
見
守
り
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
学
生
生
活
よ
り
も
は
る
か

に
長
い
道
の
り
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

夢
と
希
望
と
勇
気
を
持
っ
て
、
本
学
の
卒
業

生
で
あ
る
と
い
う
誇
り
と
と
も
に
、
実
り
多

い
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
築
か
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
み
な
さ
ん

は
、
今
日
ま

で
修
得
し
て

き
ま
し
た
専

門
的
な
知
識

と
技
術
を
い

よ
い
よ
実
際

の
社
会
に
応
用
し
て
、
社
会
で
困
っ
て
い
る

方
々
や
患
者
さ
ん
を
治
療
し
て
、
お
世
話
を

し
て
、
助
け
る
と
い
う
社
会
的
使
命
の
高
い
、

極
め
て
や
り
が
い
の
あ
る
道
を
進
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
わ
が
国
で
は
、
人

口
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
な
か
で
、

み
な
さ
ん
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
期
待
も
極

め
て
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
医
療
・
福
祉
・

介
護
は
、
一
方
で
は
、
安
心
社
会
を
支
え
る

基
盤
と
な
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
社
会
の
状
況
、
た
と
え
ば
、
経
済
全
体

の
動
き
や
診
療
報
酬
体
制
と
い
っ
た
こ
と
に

よ
る
変
化
に
よ
っ
て
、
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
み
な

さ
ん
は
困
難
な
厳
し
い
環
境
に
遭
遇
す
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
み

な
さ
ん
の
進
む
道
は
ゆ
る
ぎ
な
い
道
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
初
心
を
忘
れ
ず
に
自
信
を
持
っ

て
ま
っ
す
ぐ
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
み
ん
な

で
応
援
し
て
お
り
ま
す
。
�

　
こ
こ
で
特
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
知
識
と
技
術
は
日
進
月

歩
で
進
歩
し
て
い
ま
す
。
本
日
卒
業
す
る
み

な
さ
ん
は
、
こ
れ
で
学
習
が
終
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
生
涯
学
習
の
道
を
選
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
毎
日
、

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

ま
た
、
新
し
い
知
識
と
技
術
を
導
入
し
て
、

わ
が
国
の
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
発
展
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
�

看
護
師
と
し
て
働
け
る
誇
り
を
�

忘
れ
ず
に
�

保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
�

馬
場
美
和
�

　
ナ
ー
ス
プ
ラ
テ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ー（
Ｎ
Ｐ
）は
、主
に

米
国
で
活
躍
す
る
上
級
看
護
師
で
、専
門
分
野

に
分
か
れ
、一
定
レ
ベ
ル
の
診
断
や
治
療
、処
方

な
ど
を
行
い
ま
す
。日
本
で
も
制
度
の
導
入
と

国
家
資
格
創
設
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
私
は
、勤
務
し
て
い
た
沖
縄
県
の
病
院
で
、一

晩
で
医
師
ひ
と
り
が
三
〇
〇
人
も
の
患
者
様
を

診
る
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
プ
ラ
イ
マ
リ
領
域
に

お
け
る
疾
病
管
理
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
で
き
る
Ｎ

Ｐ
を
め
ざ
し
ま
し
た
。一
年
次
の
学
習
は
医
学

的
知
識
や
薬
理
学
、解
剖
学
、疾
病
管
理
学
な

ど
の
座
学
で
、毎
週
の
よ
う
に
筆
記
や
口
頭
、実

技
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。入
学
し
た
一
二
人

が
二
年
次
進
級
時
に
は
五
人
に
減
り
、臨
床
実

習
に
入
り
ま
し
た
。こ
こ
で
入
院
症
例
三
三
、

外
来
症
例
三
五
二
を
経
験
し
ま
し
た
。�

　
私
は
Ｎ
Ｐ
と
し
て
、離
島
で
地
域
医
療
や
在

宅
医
療
の
分
野
で
疾
病
管
理
や
健
康
増
進
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。必
要
と
さ
れ
る

能
力
は
幅
広
く
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
臨
床
研
修

で
は
人
一
倍
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。�
�

　
私
に
と
っ
て
、こ
の
二
年
間
は
日
々
の
臨
床
で

は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
時
間
で
あ
り
、改
め
て

臨
床
に
取
り
組
む
自
分
自
身
を
見
直
す
こ
と

の
で
き
た
大
切
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。�

　
私
は
現
在
、視
能
訓
練
士
と
し
て
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
視
能
訓
練
士
と
な
り
一
〇
年
以
上

が
経
過
し
、漠
然
と
日
常
業
務
に
追
わ
れ
て
い

た
頃
、大
学
院
へ
進
学
す
る
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。仕
事
と
の
両
立
な
ど
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、視
機
能
療
法
分
野
の
先
生
方

を
は
じ
め
、職
場
の
多
く
の
方
々
か
ら
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
、い
く
つ
も
の
困
難
な
場
面
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、た

く
さ
ん
の
患
者
様
に
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

温
か
く
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
患
者
様
に
深
謝

す
る
と
と
も
に
、視
能
訓
練
士
と
し
て
、患
者
様

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
問
題
意
識
を
持

ち
、積
極
的
に
臨
床
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
切

さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
今
後
は
、研
究
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

臨
床
現
場
で
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
四
年
間
の
大
学
生
活
で
一
番
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
、
三
年
次
の
領
域
別
実
習
で
す
。
自

分
が
提
供
す
る
看
護
ケ
ア
が
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
一
番
適
切
で
あ
る
か
、
ま
た
、
一
番
適
切
な

方
法
で
ケ
ア
を
提
供
で
き
て
い
る
か
な
ど
、
自

信
を
持
て
な
い
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
友
人
や
先
生
方
と
辛
さ
や
悩
み
、
喜

び
を
共
有
し
合
っ
て
約
半
年
間
の
実
習
を
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
習
は

専
門
職
と
し
て
患
者
さ
ん
に
か
け
る
一
言
の
重

み
を
痛
感
す
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
患
者

さ
ん
の
や
る
気
を
引
き
出
す
こ
と
や
自
信
を
持

つ
こ
と
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
る
看
護
師

の
仕
事
は
、
魅
力
の
多
い
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　
看
護
師
と
し
て
働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

患
者
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
熱
心
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
、

た
く
さ
ん
語
り
合
っ
た
友
人
、
そ
し
て
家
族
の

支
え
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
�

学
び
と
感
謝
の
二
年
間
�

修
士
課
程
　
保
健
医
療
学
専
攻
�

視
機
能
療
法
学
分
野
�

山
田
明
子
�

　
本
市
が
福

祉
や
介
護
の

先
進
都
市
で

あ
る
と
自
負

で
き
る
ほ
ど

に
な
っ
た
こ

と
は
、
貴
大

学
の
先
生
方

や
学
生
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
が
市
内
各
地
で
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
と
の
多
様
な
触
れ
合
い
を
通
じ
て

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
喜
び
は
、
み
な
さ
ん
が

こ
の
地
を
去
っ
た
あ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
交

流
セ
ン
タ
ー
で
の
お
年
寄
り
と
の
交
流
、
子

ど
も
た
ち
と
の
交
流
、
絵
本
の
点
訳
、
障
害
児
・

障
害
者
と
の
交
流
、
手
話
活
動
、
献
血
の
呼

び
か
け
、
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
選
手

の
お
世
話
、
与
一
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
河
川

な
ど
の
清
掃
奉
仕
、
災
害
時
の
被
災
者
支
援

の
お
手
伝
い
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た
こ
と
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
�

　
こ
の
大
田
原
の
地
で
培
っ
た
知
識
や
教
養
、

経
験
を
糧
に
、
誇
り
を
持
っ
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
国
際
医

療
福
祉
大
学
の
同
窓
生
と
し
て
、
在
校
生
と

母
校
、
そ
し
て
、
こ
の
大
田
原
市
に
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

博
士
課
程
　
保
健
医
療
学
専
攻
�

先
進
的
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
�

開
発
研
究
分
野
　
結
城
俊
也
�

北
島
政
樹
学
長
�

式
辞
（
抜
粋
）
�

津
久
井
富
雄
様
�

大
田
原
市
長
祝
辞
（
抜
粋
）�

式
辞
（
抜
粋
）�
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四
年
間
の
大
学
生
活
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の

で
あ
り
、あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。入
学
当
初
は
不
安

ば
か
り
で
し
た
が
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
な
ど
を
と
お

し
て
、す
ぐ
に
周
り
と
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。多
く
の
講
義
や
行
事
の
中
で
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
実
習
で
す
。実
習
で
は
自
ら
の
未
熟
さ

を
痛
感
し
、困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、指
導
の
先
生
を
は
じ
め
、友
人
、そ
し
て
何
よ
り
、

患
者
さ
ん
か
ら
の「
あ
り
が
と
う
」と
い
う
言
葉
や

笑
顔
に
支
え
ら
れ
、多
く
を
学
び
成
長
で
き
ま
し
た
。

実
習
を
と
お
し
て
、医
療
人
と
し
て
さ
ら
に
学
習
を

重
ね
、地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。四
年
間
、熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、同
じ
目
標
を
持
ち
、と
も
に
成
長
し
合
っ
た
友

人
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。四
月
か
ら

は
理
学
療
法
士
と
し
て
、専
門
職
間
で
の
連
携
や

地
域
と
の
連
携
を
大
切
に
し
、大
学
生
活
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
、成
長
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。�

大
田
原
各
学
科
選
抜
�

大
田
原
各
学
科
選
抜
�

実
習
を
と
お
し
て
成
長
す
る
自
分
を
実
感
�

保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
�

小
野
寺
沙
織
�

　
言
語
聴
覚
士
を
志
し
、地
元
を
離
れ
勉
強
に

励
ん
だ
四
年
間
。楽
な
大
学
生
活
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。実
技
の
習
得
や
実
習
、国
家
試
験
に

向
け
て
の
勉
強
な
ど
、壁
に
ぶ
つ
か
り
、思
い
悩
み
、

涙
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
で
も
、言
語
聴

覚
士
に
な
り
た
い
と
思
い
続
け
、こ
こ
ま
で
努
力
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、自
分
ひ
と
り
の
力
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
友

人
、時
に
厳
し
く
叱
咤
し
常
に
味
方
で
い
て
く
れ

た
先
生
方
や
両
親
、未
熟
な
私
の
臨
床
に
も
い
や

な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
熱
心
に
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た

患
者
さ
ん
、こ
れ
ら
多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
の
今
だ
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。�

　
こ
の
四
年
間
の
出
会
い
は
一
生
の
宝
で
あ
り
自

慢
で
す
。念
願
の
言
語
聴
覚
士
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
す
。思
い
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、患
者
さ

ん
一
人
ひ
と
り
と
真
摯
に
向
き
合
い
、常
に
成
長

し
続
け
る
言
語
聴
覚
士
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

一
生
の
宝
を
得
た
四
年
間
の
学
び
�

保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
�

誉
田
桃
子
�

　
入
学
前
は
長
い
と
思
っ
て
い
た
大
学
生
活
も
、瞬

く
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
は
、三
年
次
の
終
わ
り
に
参
加
し
た

元
培
科
技
大
学
で
の
国
際
学
生
学
術
会
議
で
す
。

海
外
の
方
々
に
子
ど
も
の
視
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

重
要
性
に
つ
い
て
発
表
し
、「
よ
り
多
く
の
視
能
訓

練
士
が
視
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
視
機
能
の
発
達
の
手
助
け
と
な
り

た
い
」と
い
う
自
分
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。達
成

感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
活
動
を
通
し
て

視
能
訓
練
士
の
魅
力
を
再
認
識
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、今
、社

会
人
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
困
難
や
辛
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
で
す
。そ
し
て
、少
し
で
も
早
く
一
人
前
の
視
能

訓
練
士
と
な
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。�

視
能
訓
練
士
の
魅
力
を
実
感
�

保
健
医
療
学
部
　
視
機
能
療
法
学
科
�

平
山
真
奈
美
�

　
高
校
生
の
時
、障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
ご
家
族
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、作
業
療
法

士
に
な
る
と
決
意
し
ま
し
た
。月
日
が
経
ち
、今
、

作
業
療
法
士
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て

お
り
、期
待
と
不
安
で
不
思
議
な
感
覚
で
す
。�

　
四
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
、作
業
療
法
の
楽
し

さ
や
責
任
の
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
に

進
み
、夢
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
く
日
々
は
刺
激
的

で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。一
生
の
宝
と
な
る
多
く
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。と
も
に
笑
い
、涙
し
な
が

ら
も
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
仲
間
や
熱
心
に
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、大
切
な
こ
と
を
た
く
さ

ん
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
患
者
さ
ん
、優
し
く
見
守
り

続
け
て
く
れ
た
家
族
な
ど
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
、

今
ま
で
出
会
っ
た
方
々
や
自
分
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

ま
た
、こ
れ
か
ら
の
出
会
い
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
、こ
れ
か
ら
の
出
会
い
�

保
健
医
療
学
部
　
作
業
療
法
学
科
�

山
上
夏
紀
�

　
大
学
生
活
は
、さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
、充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、自
分
が
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
四
年
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。入
学
当
初
は
、大
学
生
と
い
う
と
な

ん
と
な
く「
自
分
ひ
と
り
の
力
で
何
で
も
で
き
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。し
か
し
、実
際
は
、と
も
に
同
じ
道
を
め
ざ
す

仲
間
た
ち
と
支
え
合
い
、熱
心
に
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
、陰
な
が
ら
応
援
し
て
く
れ
た
家

族
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ
、困
難
を
乗
り
越
え

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。大
学

生
活
を
通
し
て
私
を
支
え
、導
い
て
く
れ
た
す
べ

て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。�

　
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、多
く
の
人
の

支
え
と
な
れ
る
よ
う
な
診
療
放
射
線
技
師
を
め

ざ
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ

し
て
、大
田
原
の
地
に
ま
で
私
た
ち
の
活
躍
が
届

け
ら
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。�

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
�

保
健
医
療
学
部
　
放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
�

渡
邉
詩
織
�

　
私
が
初
め
て「
診
療
情
報
管
理
士
」の
資
格
を

知
っ
た
の
は
、進
路
に
悩
ん
で
い
た
高
校
二
年
生
の

時
で
し
た
。当
時
は
、漠
然
と「
医
療
や
福
祉
に
関

す
る
仕
事
が
し
た
い
」と
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、こ
の
資
格
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
出

会
い
、直
接
医
療
を
提
供
す
る
立
場
で
な
く
て
も
、

自
分
の
得
意
な
こ
と
で
医
療
に
貢
献
で
き
る
と
気

づ
き
ま
し
た
。四
週
間
の
病
院
実
習
や
関
連
職
種

連
携
実
習
な
ど
を
経
験
し
、目
標
の「
診
療
情
報

管
理
士
」を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今

日
の
日
を
笑
顔
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、た

く
さ
ん
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。い
つ
も
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
両
親
、励
ま
し

て
く
れ
た
友
人
、厳
し
く
も
優
し
く
指
導
し
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
生
活
で
培
っ
た
こ
と
を
活
か
し
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
で
、支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
母
校
で

あ
る
国
際
医
療
福
祉
大
学
に
恩
返
し
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
�

医
療
福
祉
学
部
　
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

診
療
情
報
管
理
コ
ー
ス
�

塩
野
谷
結
実
�

　
約
五
年
前
に
、医
療
機
関
に
お
け
る
質
の
管
理

と
保
険
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
、来

日
し
ま
し
た
。東
京
都
か
ら
栃
木
県
に
引
っ
越
し
、

初
め
て
訪
れ
た
の
に
、ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
を

感
じ
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、東
京
と
違
っ
て
、時
間
が

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
、緑
が
豊
か
で
、空
気
が
と
て
も

き
れ
い
な
と
こ
ろ
が
、母
国
・ラ
オ
ス
に
似
て
い
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。入
学
し
て
か
ら
、あ
っ
と
い
う

間
に
四
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、こ
の
間
、先
生
方
や

友
人
な
ど
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
一
年
生
の
時
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し

た
。被
災
地
の
復
興
と
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
の
た

め
に
、各
学
科
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
、改
め
て「
チ
ー
ム
医
療
」の
重
要
性

を
知
り
ま
し
た
。卒
業
後
は
本
学
大
学
院
に
進

学
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
本
学
の
理
念
で
あ
る「
共

に
生
き
る
社
会
」を
常
に
心
が
け
、努
力
し
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。�

大
学
院
で
さ
ら
に
学
び
を
深
め
た
い
�

医
療
福
祉
学
部
　
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
�

K
e
o
m
a
n
y P
a
lo
m
a

　
国
家
試
験
後
の
帰
宅
途
中
、緊
張
の
糸
が
切
れ

て
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。試
験
ま
た
試
験
の
連
続

の
中
、支
え
て
く
れ
た
家
族
、勉
強
や
遊
び
で
苦
楽

を
と
も
に
し
た
友
人
、指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
な
ど
、応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
六
年
間
で
多
く
の
経
験
を
し
、多
く
の
絆

が
生
ま
れ
ま
し
た
。卒
業
研
究
で
は
、仲
間
と
苦

労
を
と
も
に
し
た
研
究
成
果
を『
栃
木
県
学
生

＆
企
業
研
究
発
表
会
』で
発
表
し
、金
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。本
学
だ
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
関

連
職
種
連
携
教
育
で
は
、夜
遅
く
ま
で
チ
ー
ム
で

議
論
を
重
ね
、充
実
し
た
治
療
方
策
を
打
ち
立
て

る
こ
と
が
で
き
、感
動
し
ま
し
た
。卒
業
後
は
、こ

れ
ら
の
経
験
か
ら
得
た
研
究
マ
イ
ン
ド
を
忘
れ
ず
、

患
者
さ
ん
を
中
心
に
す
べ
て
の
職
種
が
連
携
し
て

い
く
こ
と
で
、患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、医
療
ス
タ
ッ

フ
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
、絆
を
築
け
る
薬
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

絆
�薬

学
部
　
薬
学
科
　
篠
加
奈
子
�

　
こ
の
大
学
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
の
中
で
、一
番

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
復
興
の
た

め
に
、私
た
ち
の
ひ
と
つ
上
の
先
輩
方
は
大
学
祭
で

宮
城
県
岩
沼
市
の
野
菜
を
販
売
し
、そ
の
収
益
を

岩
沼
市
に
寄
付
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。そ
し
て
翌
年
の
大
学
祭
で
私
た
ち
が
こ
れ
を

引
き
継
ぎ
、今
は
さ
ら
に
後
輩
が
引
き
継
い
で
い
ま

す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
中
で
、私
は
仲
間
の
大

切
さ
は
も
ち
ろ
ん
、命
の
尊
さ
や
被
災
者
の
想
い

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

　
私
は
卒
業
後
、介
護
福
祉
士
と
し
て
大
学
関

連
の
高
齢
者
施
設
で
働
き
ま
す
。新
人
の
私
が
ま

ず
初
め
に
で
き
る
の
は
、笑
顔
や
思
い
や
り
を
忘

れ
ず
に
、利
用
者
の
方
々
に
元
気
を
提
供
す
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、経
験
を
積
む
中

で
、大
学
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
、常
に
相

手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
職
員

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
を
生
か
し
て
�

医
療
福
祉
学
部
　
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

介
護
福
祉
コ
ー
ス
�

佐
藤
謙
介
�
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●誓いの言葉を述べる石坂勇人さん�
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四
月
二
日
、
大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

「
平
成
二
六
年
度
　

学

部
入
学
式
並
び
に
大
学

院
入
学
式
」が
行
わ
れ
た
。
�

　
校
歌『
未
来（
あ
す
）へ
の
扉
』の
斉

唱
に
続
き
、
北
島
政
樹
学
長
、
天
野

隆
弘
上
席
副
大
学
院
長
が
式
辞
を
述

べ
た
。
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

大
田
原
市
長
・
津
久
井
富
雄
様
、
栃

木
県
知
事
代
理
・
保
健
福
祉
部
次
長
・

和
田
裕
二
様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
�

　
こ
れ
を
受
け
て
、
学
部
新
入
生
を

代
表
し
て
高
野
玲
奈
さ
ん（
言
語
聴
覚

学
科
）が
、
大
学
院
新
入
生
を
代
表
し

て
石
坂
勇
人
さ
ん（
医
療
福
祉
学
研
究

科
 

博
士
課
程
）が「
新
入
生
誓
い
の
こ

と
ば
」を
述
べ
た
。
�

　
最
後
に
、
北
島
学
長
か
ら
壇
上
の

教
員
が
一
人
ひ
と
り
紹
介
さ
れ
て
式

は
滞
り
な
く
終
了
。
そ
の
後
は
そ
れ

ぞ
れ
、「
来
賓
懇
親
会
並
び
に
大
学
院

祝
賀
会
」
、「
学
科
別
懇
談
会
」
、

「
大
学
院
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」に

臨
ん
だ
。
�

■
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
２
１
名
�

保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
６
０
１
名
�

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
２
５
名
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　　
１
０
0
名
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
８
名
�

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
９
７
名
�

 

●
 

視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 

５
３
名
�

 

●
 

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
　
　
　
　
 

１
２
８
名
�

医
療
福
祉
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
１
８
３
名
�

 

●
 

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　

 
１
８
３
名
�

薬
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
７
名
�

 

●
 

薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

１
９
７
名
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
１
６
０
名
�

 

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

５
９
名
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
７
名
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

５
４
名
�

福
岡
看
護
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
１
０
３
名
 

　

●
 

看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
１
０
３
名
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　

合
計
　
　
　
　
　
２
７
７
名
�

 

●
 

理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
９
４
名
�

 

●
 

作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
８
名
�

 

●
 

言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

４
８
名
�

 

●
 

医
学
検
査
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
８
７
名

■
大
学
院
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
８
５
名
�

□
修
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
２
名
�

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
 

２
１
０
名
�

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

１
３
０
名
�

 

●
 

医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
 

５
７
名
�

 

●
 

臨
床
心
理
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
　
 

２
３
名
�

薬
科
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
 

　
２
名
�

 

●
 

生
命
薬
科
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
　
　
 
　
　

２
名

□
博
士
課
程
　

合
計
　
　
　
　
　
 
　
　
　
７
３
名
�

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
 
　
　
　
 

７
１
名
�

 

●
 

保
健
医
療
学
専
攻
　
　
　
　
 
　
　
　
 

７
１
名
�

薬
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
 

　
２
名
�

 

●
 

医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
　
　
 
　
　
　
 
　
　

２
名
�

�

■
入
学
式
�

四
月
二
日
　
大
学
院
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
�

四
月
四
日
　
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

四
月
五
日
　
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
�

四
月
五
日
　
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
�

四
月
三
日
　
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
�

四
月
四
日
　
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
�

四
月
七
日
　
大
川
看
護
福
祉
専
門
学
校
�

四
月
七
日
　
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

■
グ
ル
ー
プ
入
社
式
・
辞
令
交
付
式
�

四
月
一
日
　
栃
木
地
区
�

四
月
二
日
　
東
京
・
千
葉
・
小
田
原
・
熱
海
地
区
�

四
月
四
日
　
大
川
・
福
岡
地
区
�

　
本
日
こ
こ
に
、
国
際
医
療
福

祉
大
学
の
入
学
生
と
そ
の
ご
家

族
を
お
迎
え
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、

大
田
原
市
民
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
心
か
ら
歓
迎
を
申
し
上
げ

ま
す
。
�

　
大
田
原
市
は
、「
住
む
人
が
輝

き
 

来
る
人
が
や
す
ら
ぐ
 

幸
せ

度
の
高
い
ま
ち
」の
実
現
を
め
ざ

し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

先
輩
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
含
め
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、

地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
絆

や
触
れ
合
い
を
深
め
て
お
り
、

本
市
の
活
性
化
と
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
多
大
な
貢
献
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

先
輩
方
と
同
様
に
、
本
市
の
将

来
像
の
実
現
に
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
時
に
、
こ
う
し
た
活
動
を
と

お
し
て
の
出
会
い
が
、
新
た
な

自
分
を
発
見
し
、
意
欲
や
目
標

を
高
め
、
人
生
を
開
花
さ
せ
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で

あ
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

一
日
も
早
く
地
域
社
会
に
溶
け

込
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。
�

　
こ
の
大
田
原
の
地
で
青
春
時
代

の
意
義
あ
る
日
々
を
送
ら
れ
た
こ

と
を
、
み
な
さ
ん
が
い
つ
の
日
か
、

誇
り
を
持
っ
て
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
も
み
な
さ

ん
と
と
も
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
�

　
本
日
の
瞳
の
輝
き
を
持
ち
続
け
、

情
熱
と
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
、
互
い

に
他
を
慈
し
み
合
い
、
明
日
に
夢

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

大
学
生
活
を
送
ら
れ
ま
す
こ
と
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
�

　
本
学
は
、

医
療
福
祉
専

門
職
の
地
位

向
上
を
め
ざ
し
、

日
本
で
初
め
て
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
と
し
て
、

一
九
九
五
年
に
こ
こ
大
田
原
市
に
開
学
い
た

し
ま
し
た
。
�

　
わ
が
国
は
、
世
界
の
ど
の
国
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が

進
み
、
二
〇
三
〇
年
に
は
、
特
に
首
都
圏
で
、

医
療
介
護
需
要
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
時
代
背

景
の
も
と
、
医
療
福
祉
の
次
世
代
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
め
ざ
す
み
な
さ
ん
に
は
、
社
会
か

ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
先
の
ソ
チ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、

狩
野
亮
選
手
が
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
男
子
座
位

で
滑
降
と
ス
ー
パ
ー
大
回
転
の
二
冠
に
輝
く

な
ど
、
日
本
選
手
は
六
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

わ
れ
わ
れ
は
、
困
難
を
克
服
し
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
四
年
前
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
際
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
一
切
の
区
別
な
く
開
催
し
た
の
は
、

「
障
害
を
持
つ
人
も
健
常
な
人
も
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
と
し
て
の
精
神
は
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ

に
真
摯
に
参
加
す
る
人
は
す
べ
て
平
等
で
あ
る
」

と
い
う
精
神
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
共
に
生

き
る
社
会
」に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
�

　
新
入
生
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
生
き

て
き
た
何
倍
も
の
時
間
を
医
療
福
祉
の
専
門

職
と
し
て
生
き
て
い
く
わ
け
で
す
。
自
分
で

考
え
、
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
「
独

立
し
て
生
き
る
力
」
と
、
他
人
の
心
の
痛
み

を
感
じ
て
、
利
害
得
失
を
越
え
て
新
し
い
協

力
関
係
を
作
り
出
す
「
協
力
し
て
生
き
る
力
」

の
両
方
を
備
え
た
人
間
に
な
る
こ
と
こ
そ
が
、

医
療
福
祉
の
先
導
者
に
な
る
道
で
す
。
�

　
母
校
と
は
、
こ
こ
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と

心
か
ら
思
え
る
学
び
舎
で
あ
り
、
楽
し
み
が

あ
ふ
れ
、
輝
き
に
満
ち
た
場
所
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ク
ル
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
多
く
の

友
人
を
つ
く
る
と
同
時
に
、
学
業
以
外
に
真

に
打
ち
込
め
る
も
の
を
模
索
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
入
学
前
か
ら
持
ち
続
け
て
こ
ら
れ

た
夢
と
勇
気
と
希
望
を
持
っ
て
、
芭
蕉
が
数

多
く
の
句
を
詠
ん
だ
文
化
と
情
緒
と
景
観
の

地
、
こ
こ
大
田
原
で
、
学
生
生
活
の
新
し
い

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
�

　
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
�

　
み
な
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
の

勉
強
と
、こ
れ

か
ら
の
大
学

や
大
学
院
で
の
勉
強
と
の
違
い
を
考
え
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
教
育
・
学
習
の
面

か
ら
考
え
る
と
、「
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
」と「
ア
ン
ド
ラ

ゴ
ジ
ー
」の
ふ
た
つ
に
わ
か
れ
ま
す
。
�

　「
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
」は
、み
な
さ
ん
が
家
庭
で
両

親
か
ら
、学
校
で
先
生
か
ら
、薫
陶
を
受
け
て
教

え
ら
れ
て
き
た
教
育
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て「
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
ー
」は
、こ
れ
か
ら

み
な
さ
ん
が
行
う
べ
き
学
習
で
あ
り
ま
す
。す
な

わ
ち
、自
分
で
考
え
、自
分
で
判
断
し
、自
分
で
行

動
す
る
学
習
で
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、こ
の
ふ

た
つ
が
、あ
る
時
期
を
境
に
き
れ
い
に
わ
か
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、大
学
、大
学
院
、社
会

へ
と
進
む
に
つ
れ
て
、よ
り「
ア
ン
ド
ラ
ゴ
ジ
ー
」

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
�

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
学
習
し
て
い
け
ば

よ
い
か
を
考
え
る
場
合
、
教
育
学
者
・
ブ
ル
ー

ム
が
定
め
た
三
つ
の
教
育
目
標
が
あ
り
ま
す
。
�

　
第
一
は
、コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ
・
ド
メ
イ
ン（
認
知
領

域
）の
学
習
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、知
識
を
蓄

え
、必
要
な
時
に
こ
れ
を
思
い
出
し
、問
題
を
解
決

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、ゲ
ー
テ
も「
大
切
な

こ
と
は
、誰
よ
り
も
知
識
が
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
瞬
間
に
、誰
よ
り
も
何
を
な
す
べ
き
か
の
知

見
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
�

　
第
二
は
、
サ
イ
コ
モ
ー
タ
ー
・
ド
メ
イ
ン
（
精

神
運
動
領
域
）
の
学
習
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

医
療
福
祉
職
に
と
っ
て
重
要
な
領
域
で
す
。
手

技
に
よ
っ
て
必
要
な
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
演
習
や
体
験
な
ど
に
よ
っ
て
身
に

つ
け
て
い
く
も
の
で
す
。
�

　
第
三
は
、
ア
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
・
ド
メ
イ
ン
（
情

意
領
域
）
の
学
習
で
す
。
従
来
の
教
育
で
は
欠

け
て
い
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
態
度

と
価
値
観
で
す
。
患
者
様
や
そ
の
ご
家
族
に
接

す
る
と
き
に
、
ど
ん
な
態
度
で
、
ど
ん
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
か
。
そ
の
背
景
に

は
倫
理
観
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
備
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
�

　
こ
の
三
つ
の
教
育
目
標
と
ゲ
ー
テ
の
言
葉
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
社
会
の
中
で
医
療
福
祉
職

と
し
て
働
い
て
い
く
価
値
観
を
見
い
出
す
べ
く
、

有
意
義
な
学
園
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
�
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平
成
二
六
年
三
月
一
○
日
、
初
と
な
る
福

岡
保
健
医
療
学
部
・
福
岡
看
護
学
部
・
九
州

地
区
大
学
院
の
合
同
学
位
記
授
与
式
が
、
福

岡
市
百
道
浜
に
あ
る
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学

院
体
育
館
で
執
り
行
わ

れ
た
。
澄
み
渡
る
青
空

の
も
と
、
続
々
と
会
場

に
集
ま
っ
た
卒
業
生
・

修
了
生
は
み
な
晴
れ
や

か
な
笑
顔
。
�

　
大
川
市
教
育
長
の
石

橋
良
知
様
、
福
岡
市
健
康
医
療
部
長
の
下
川

祥
二
様
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
、
保
護
者
、

教
職
員
が
見
守
る
な
か
、
福
岡
保
健
医
療
学

部
一
五
○
名（
理
学
療
法
学
科
七
六
名
、
作
業

療
法
学
科
三
七
名
、
言
語
聴
覚
学
科
三
七
名
）、

福
岡
看
護
学
部
九
七
名
の
総
代
と
し
て
田
口

智
子
さ
ん（
言
語
聴
覚
学
科
）に
北
島
政
樹
学

長
よ
り
、
ま
た
、
九
州
地
区
の
大
学
院
二
一

名（
博
士
課
程
一
名
、
修
士
課
程
二
○
名
）を

代
表
し
て
、
大
学
院
博
士
課
程
総
代
の
矢
野

美
和
さ
ん
と
修
士

課
程
総
代
の
清
水

聡
史
さ
ん
に
杉
原

素
子
副
大
学
院
長

よ
り
、
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
。
�

　
堤
ま
ど
か
さ
ん（
理

学
療
法
学
科
）、
坂

井
和
美
さ
ん（
作
業

療
法
学
科
）、
田
口

智
子
さ
ん（
言
語
聴
覚
学
科
）、
吉
村
小
夜
子

さ
ん（
看
護
学
科
）に『
学
長
賞
』、
米
田
一
也

さ
ん（
理
学
療
法
学
科
）、
川
口
照
悟
さ
ん（
作

業
療
法
学
科
）、
木
村
美
鈴
さ
ん（
言
語
聴
覚

学
科
）に
全
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
校
協

会『
優
秀
賞
』、
大
仁
田
彩
乃
さ
ん（
看
護
学
科
）

に
日
本
私
立
看
護
系
大
学
協
会『
会
長
賞
』が

授
与
さ
れ
た
。
�

　
北
島
学
長
の
「
夢
と
希
望
、
勇
気
を
持
っ
て
、

常
に
医
療
福
祉
に
お
け
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
実
り
多
く
悔
い
の
な
い
人
生

を
歩
む
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
の
式
辞
に

続
き
、
卒
業
生
代
表
の
吉
村
小
夜
子
さ
ん
、

大
学
院
修
了
生
代
表
の
青
木
耕
さ
ん
が
謝
辞

を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
堤
ま
ど
か
さ
ん
か
ら

卒
業
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
学
位
記
授
与
式

は
終
了
し
た
。
�

　
午
後
か
ら
は
、
各
会
場
で
学
科
別
学
位
記

伝
達
式
と
大
学
院
学
位
記
伝
達
式
、
大
学
院

の
修
了
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
夕

刻
か
ら
は
福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
二
学
部
合

同
謝
恩
会
が
行
わ
れ
、
最
後
は
卒
業
生
全
員

が
ス
テ
ー
ジ
に
あ
が
っ
て
、
教
職
員
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
た
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
四

年
間
を
と
も
に
過
ご
し
た
仲
間
や
恩
師
と
の

思
い
出
を
胸
に
刻
み
、
新
た
な
活
躍
の
場
へ

と
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
合
同
学
位
記
授
与
式
 
●
福
岡
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
合
同
学
位
記
授
与
式
 
●
大
川
� 　

三
月
一
六
日
、
福
岡
看
護
学
部
で
は
、
百

道
浜
地
区
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
、
初
め

て
の
「
春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開

催
し
た
。
看
護
職
と
い
う
仕
事
を
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、
体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
い
た
今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
受
験
生
と
な
る
新
高
校
三
年
生
に
加
え

て
、
新
一
・
二
年
生
や
保
護
者
な
ど
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。
�

　
ま
ず
、
全
体
会
と
し
て
本
学
の
歴
史
や
教

育
理
念
、
本
学
部
の
特
長
、
入
試
概
要
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
本
学
へ
の
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
『
聴
診
器
を
使
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
心
臓
の
音
や
呼
吸
の
音
な
ど
の

聴
診
や
血
圧
測
定
な
ど
、
看
護
職
の
一
端
を

体
験
し
た
。
参
加
者
は
み
な
、
初
め
て
の
経

験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
本
学
部
の
学
生
か
ら

や
り
方
を
習
い
、
交
流
を
深
め
た
。
ま
た
、

「
看
護
職
の
仕
事
と
は
」
、
「
看
護
師
に
な

る
に
は
」
と
い
っ
た
講
義
で
は
、
看
護
師
に

な
る
た
め
の
道
の
り
に
つ
い
て
の
話
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
�

　
学
生
交
流
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
講
義
内
容
や

実
習
で
の
経
験
、
受
験
勉
強
の
話
な
ど
を
実

際
に
学
生
に
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
�

　
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
大
学
の
仕
組

み
や
ど
ん
な
勉
強
を
す
る
の
か
が
わ
か
り
ま

し
た
」
、
「
看
護
の
仕
事
を
体
験
で
き
て
、

看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
り
ま
し
た
」
、
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
に

入
り
た
い
で
す
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
�

　
今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
参
加

し
た
高
校
生
に
と
っ
て
看
護
職
や
医
療
専
門

職
へ
近
づ
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
本
学

部
で
一
緒
に
学
べ
る
日
が
一
層
楽
し
み
で
あ

る
。
�

　
合
同
学
位
記
授
与
式
に
続
き
、福
岡
国
際
医

療
福
祉
学
院
体
育
館
で
福
岡
看
護
学
部
学
位
記

伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
斉
藤
ひ
さ
子
学
部
長
か

ら
一
人
ひ
と
り
に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
る
と
、

緊
張
の
中
に
も

笑
顔
や
、感
激
で

涙
を
浮
か
べ
る

姿
も
み
ら
れ
た
。
�

　
引
き
続
き
、

斉
藤
学
部
長
か

ら「
こ
れ
か
ら
は
、

四
年
間
で
身
に

つ
け
た
豊
か
な

素
養
を
基
盤
と

し
て
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
大

事
に
し
、互
い
に
支
え
合
い
、と
も
に
歩
む
こ
と

の
で
き
る
よ
う
な
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
い
て

ほ
し
い
。ま
た
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
己
研
鑽
を

重
ね
る
覚
悟
を
持
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
」と
、は
な

む
け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、学
部
の
教
員
一
人
ひ

と
り
か
ら
も
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。今

回
卒
業
し
た
二
期
生
も
、
一
期
生
に
続
い
て
全

国
で
活
躍
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。
�

　
福
岡
保
健
医
療
学
部
の
学
位
記
伝
達
式
は
、

授
与
式
と
同
じ
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
の

各
教
室
を
会
場
に
、
学
科
別
に
執
り
行
わ
れ
た
。

学
科
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
学
位
記
が
手
渡

さ
れ
、
マ
イ
ク
を
前
に
卒
業
生
が
挨
拶
。
充

実
し
た
四
年
間
を
振
り
返
り
、
支
え
て
く
れ

た
先
生
方
や
両
親
、
そ
し
て
と
も
に
歩
ん
だ

学
友
に
向
け
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
な

か
に
は
、
あ
ふ
れ
る
思
い
に
言
葉
を
詰
ま
ら

せ
る
卒
業
生
も
。
そ
の
姿
を
温
か
く
見
守
る

先
生
方
も
感
慨
ひ
と
し
お
の
様
子
だ
っ
た
。
�

（
医
学
検
査
学
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小
山
晃
英
）
�

（
九
州
地
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広
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帆
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リ
エ
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�

（
福
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看
護
学
部
　
助
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上
田
智
之
）
�

（
九
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地
区
広
報
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帆
足
リ
エ
）
�
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プ
ン
キ
ャ
ン
パ
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を
�

開
催
�

地
域
の
方
々
と
交
流
�

　
二
月
八
日
、
大
川
市
民
大
学
講
座
で
講
演

を
行
う
機
会
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
急
激

に
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
の

知
識
を
得
る
こ
と
や
、
充
実
し
た
人
生
を
め

ざ
し
た
学
習
の
機
会
と
し
て
、
大
川
市
中
央

公
民
館
が
成
人
層
を
対
象
に
毎
年
一
月
下
旬

か
ら
二
月
に
か
け
て
開
催
し
て
い
る
講
座
で

あ
る
。
今
回
は
「
ヒ
ト
は
血
管
か
ら
老
い
る
」

と
い
う
演
題
で
、
血
管
機
能
の
破
綻
が
生
活

習
慣
に
起
因
す
る
疾
病
に
関
わ
る
こ
と
と
、

大
川
市
の
健
診
の
現
状
を
加
え
た
内
容
で
講

演
を
行
っ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
聴
講
者

は
一
○
○
名
を
超
え
、
講
演
後
も
多
く
の
質

問
が
あ
り
、
自
身
の
健
康
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
方
は
多
く
、
保
健
医
療
従
事
者
が
情
報

発
信
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
�

　
大
川
市
と
近
隣
市
町
の
保
健
医
療
に
つ
い

て
地
域
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
二
○
○
八
年
か

ら
始
ま
っ
た
特
定
健
診
の
受
診
率（
国
保
加
入

者
）
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
近
隣
市
町
と
比

較
し
て
、
大
川
市
民
の
受
診
率
が
低
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
回
の
講
演
を
機
会
に
、

地
域
住
民
の
保
健
医
療
の
向
上
と
学
生
へ
の

教
育
の
一
環
と
し
て
、
自
己
測
定
法
に
よ
り
、

血
糖
値
、
脂
質
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
）
、

お
よ
び
血
圧
の
測
定
を
有
志
の
医
学
検
査
学

科
学
生
と
と
も
に
、
商
業
施
設
内
で
行
っ
た
。

講
座
に
参
加
さ
れ
た
方
、
買
い
物
中
の
方
や

商
業
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
方
な
ど
、
高
齢
者
を

中
心
に
幅

広
い
方
々

に
体
験
し

て
い
た
だ

い
た
。
�

　
医
学
検

査
学
科
は
、

二
○
一
三

年
に
開
設

さ
れ
た
た

め
、
今
回

参
加
し
た

学
生
は
初
め
て
一
般
の
方
に
検
査
結
果
を
説

明
し
た
。
参
加
学
生
か
ら
は
、
地
域
住
民
の

方
と
接
す
る
機
会
と
な
り
、
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
と
い
う
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
�

　
ま
す
ま
す
の
少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
労
働

人
口
が
減
少
す
る
日
本
で
は
、
病
気
が
表
に
出

な
い
う
ち
に
抑
え
る
先
制
医
療
が
課
題
と
な
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
塩
分
摂
取
量
を
一
割
減
少
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
三
年
間
で
医
療
費
が
二
一

○
○
億
円
削
減
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

一
方
、
日
本
で
は
特
定
健
診
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
受
診
率
の
低
さ
と
成
果
に
疑
問
が
持
た
れ

て
い
る
。
日
本
は
食
生
活
や
生
活
文
化
の
違
い

か
ら
、
有
病
率
の
地
域
性
が
存
在
す
る
。
住
民

の
健
康
状
態
を
理
解
し
、
地
域
独
自
の
予
防
医

療
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
効
果
を

生
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
も
、
情
報
発

信
と
、
学
生
と
と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第34回�

大
川
�

●青空に恵まれた�
　初の合同学位記授与式�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
小
田
原
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
大
学
院
 
●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

小
田
原
�

第30回�　
三
月
一
四
日
、
小
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
小
田
原

保
健
医
療
学
部
と
大
学
院
の
学
位
記
授
与
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

井
上
義
行
参
議
院
議
員
、
加
部
裕
彦
小
田
原

市
副
市
長
、

小
森
哲
夫

国
立
病
院

機
構
箱
根

病
院
長
を

は
じ
め
、

数
多
く
の

ご
来
賓
、

保
護
者
、

教
職
員
に

見
守
ら
れ
、

学
部
生
一

五
七
名（
看

護
学
科
五

三
名
、
理

学
療
法
学

科
六
〇
名
、
作
業
療
法
学
科
四
四
名
）と
、

小
田
原
・
熱
海
キ
ャ
ン
パ
ス
に
所
属
す
る
大

学
院
生
一
五
名（
博
士
課
程
四
名
、
修
士
課

程
一
一
名
）に
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
�

　
北
島
政
樹
学
長
、
杉
原
素
子
副
大
学
院
長

よ
り
学
位
記
を
受
け
取
っ
た
総
代
は
、
島
田

真
衣
さ
ん（
理
学
療
法
学
科
）、
菊
池
昭
江
さ

ん（
博
士
課
程
）、
右
田
正
澄
さ
ん（
修
士
課

程
）。続
い
て
、
学
長
賞
が
田
中
優
大
さ
ん
（
看

護
学
科
）、
島
田
真
衣
さ
ん
、
鈴
木
美
咲
さ

ん（
作
業
療
法
学
科
）に
授
与
さ
れ
た
。
北

島
学
長
よ
り
式
辞
と
し
て
「
一
人
ひ
と
り
が

専
門
職
の
リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
、
『
共
に
生

き
る
社
会
』
を
つ
く
る
先
導
者
に
な
る
こ
と

を
教
職
員
一
同
常
に
見
守
り
、
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
」
と
卒
業
生
へ
の
お
祝
い

が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
学
部
生
を
代
表

し
て
鈴
木
美
咲
さ
ん
、
大
学
院
生
を
代
表
し

て
大
畑
実
加
さ
ん（
修
士
課
程
）よ
り
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
田
中
優
大
さ
ん
よ
り
卒
業
記

念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
�

　
午
後
は
、
学
科
長
（
大
学
院
は
副
大
学
院

長
）
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
学
位
記
が
手
渡
さ

れ
る
学
位
記
伝
達
式
を
行
っ
た
。
教
職
員
一

同
、
卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
祈
念
し
て
い

る
。
�

　
三
月
四
日
、
第
六
回
生
三
七
名
の
卒
業
式
が

挙
行
さ
れ
た
。
第
六
回
生
が
入
学
し
た
年
は
東

日
本
大
震
災
が
あ
り
、
震
災
の
影
響
を
受
け
て

入
学
し
た
学
生
も
い
た
。
ま
た
、
二
月
一
六
日

に
実
施
さ
れ
た
看
護
師
国
家
試
験
で
は
、
記
録

的
な
大
雪
の
影
響
を
受
け
、
前
泊
し
て
ホ
テ
ル

に
向
か
う
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
波
乱
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
全
員
無
事
に
国
家
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
、

安
堵
し
た

こ
と
を
今

で
も
思
い

出
す
。
そ

う
い
う
意

味
で
は
、

思
い
出
に

残
る
六
回

生
で
あ
る
。
�

　
第
六
回

生
は
、入
学

当
初
か
ら

「
覇
気
が

な
い
、
自
己
主
張
が
な
い
」
な
ど
と
外
部
の
講
師

か
ら
も
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
実
習
で
も
自

分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
な
学
生
が
多
く
、

「
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
深
く
考

え
て
い
な
い
の
か
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
三
年
間
で
成
長
は
し
て
い
る
が
、
そ

の
実
感
が
な
か
な
か

つ
か
め
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、

二
月
二
八
日
の
午
前

中
に
行
わ
れ
た
看
護

観
発
表
会
で
は
、
実

習
を
通
し
て
の
自
己

の
看
護
観
を
一
人
ひ

と
り
在
校
生
の
前
で

発
表
し
た
。
患
者
様
・

指
導
者
・
教
員
な
ど

関
わ
っ
た
方
々
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
悩
み
な
が
ら
、
学

生
一
人
ひ
と
り
が
看
護
を
考
え
、
本
当
に
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
在
校
生

代
表
の
学
生
か
ら
感
想
を
述
べ
て
も
ら
う
と
、

特
に
二
年
生
か
ら
は
、
「
共
感
で
き
る
こ
と
や
、

今
、
自
分
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
の
解
決
の
糸
口

が
そ
の
発
表
の
中
に
あ
る
」
、
「
一
年
後
の
自

分
た
ち
は
、
先
輩
た
ち
の
よ
う
に
立
派
に
看
護

観
を
発
表
で
き
る
の
か
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

在
校
生
に
対
し
て
も
看
護
を
学
ぶ
先
輩
と
し
て
、

よ
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。
�

　
そ
の
日
の
午
後
は
、
自
治
会
が
中
心
と
な
り

三
年
生
を
送
る
会
が
催
さ
れ
た
。
会
の
最
後
に

学
生
・
教
職
員
全
員
で
ゆ
ず
の
『
栄
光
の
架
橋
』

を
合
唱
し
、
卒
業
生
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
�

　
三
七
名
は
看
護
師
と
し
て
旅
立
っ
て
い
く
。

看
護
の
道
は
平
坦
で
は
な
い
が
、
考
え
、
悩
み

な
が
ら
、
決
し
て
諦
め
ず
、
こ
れ
か
ら
も
看
護

を
追
究
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、

看
護
師
と
し
て
成
長
し
て
い
く
姿
を
こ
れ
か
ら

も
見
守
っ
て
い
き
た
い
。
�

　
大
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
特

集
で
紹
介
し
た
よ

う
に
学
部
と
と
も

に
盛
大
に
行
わ
れ

た
が
、
東
京
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

三
月
一
五
日
に
行

わ
れ
、
六
〇
名
を

超
す
院
生
が
出
席

し
た
。
�

　
学
位
記
授
与

に
先
立
ち
、
三

人
の
専
攻
主
任
が
あ
い
さ
つ
し
、
藤
田
郁
代

教
授
か
ら
「
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ
た
だ
け
で

は
世
の
中
は
動
か
な
い
。
臨
床
の
場
で
ど
ん

ど
ん
発
信
し
て
、
現
場
か
ら
変
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と

力
強
い
エ
ー

ル
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
竹
内

孝
仁
教
授
か

ら
は
、
労
い

と
と
も
に
「
是

非
名
刺
に
印

刷
し
て
、
世

の
中
に
誇
示

す
る
の
も
よ

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」、

亀
口
憲
治
教

授
か
ら
は「
皆

さ
ん
方
は
専

門
家
と
し
て

の
質
的
保
証

を
得
ら
れ
た

と
考
え
て
よ

い
。
こ
れ
か

ら
は
勇
気
を

持
っ
て
、
前

に
い
る
ユ
ー
ザ
ー
に
自
分
が
身
に
つ
け
た
こ

と
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
が
あ
っ

た
。
�

　
式
の
最
後
に
は
、
杉
原
素
子
副
大
学
院
長

が
、
「
自
分
の
研
究
の
限
界
を
し
っ
か
り
と

固
め
、
今
後
の
課
題
を
明
確
に
伝
え
ら
れ
る

考
え
方
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
は
な
む

け
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
�

　
終
了
後
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
に
移
り
、
院
生

同
士
で
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
、
懇
親
の
ひ

と
と
き
を
過

ご
し
た
。
�

　
ま
た
、
福

岡
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
三
月

一
〇
日
、
小

田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
三

月
一
四
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
厳

粛
に
行
わ
れ

た
。
�

　
学
位
記
授
与
式
・
学
位
記
伝
達
式
の
終
了

後
、
会
場
を
ヒ
ル
ト
ン
小
田
原
リ
ゾ
ー
ト
＆

ス
パ
地
下
一
階
に
あ
る
ヒ
ル
ト
ン
・
ア
リ
ー

ナ
へ
移
動
し
、
謝
恩
会
が
開
催
さ
れ
た
。
�

　
卒
業
生
一
五
七
名
に
加
え
、
教
員
四
五
名

の
計
二
〇
二
名
が
出
席
し
、
過
去
三
回
と
比

較
し
て
も
、
最
大
の
出
席
者
数
と
な
っ
た
。
�

　
冒
頭
、
北
島
政
樹
学
長
か
ら
、
「
皆
さ
ん

に
は
、
医
療
現
場
に
お
け
る
先
導
者
と
し
て

活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

卒
業
生
の
表
情
に
は
、
卒
業
を
迎
え
た
喜
び

の
中
に
、
こ
れ
か
ら
医
療
人
と
し
て
現
場
で

活
躍
す
る
こ
と
へ
の
責
任
感
が
う
か
が
え
た
。
�

　
荒
木
田
美
香
子
看
護
学
科
長
の
乾
杯
を
合

図
に
謝
恩
会
は
ス
タ
ー
ト
。
大
学
生
活
で
お

世
話
に
な
っ
た
教
員
・
同
窓
生
と
の
最
後
の

別
れ
を
惜
し
む
よ
う
に
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
話

に
花
が
咲
い
た
。
�

　
実
行
委
員
長
の
森
実
愉
さ
ん
（
作
業
療
法

学
科
卒
業
生
）
を
筆
頭
に
、
九
月
か
ら
謝
恩

会
実
行
委
員
は
始
動
。
国
家
試
験
、
就
職
試

験
な
ど
忙
し
い
中
、
時
間
の
合
間
を
縫
っ
て

準
備
に
あ
た
っ
て
き
た
。
�

　
謝
恩
会
の
閉
会
時
に
は
卒
業
記
念
品
と
し

て
、
大
学
ロ

ゴ
が
入
っ
た

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
が
出
席

者
へ
配
ら
れ
た
。
�

　
ま
た
、
卒

業
生
か
ら
の

寄
贈
品
と
し
て
、

小
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
敷
地

内
に
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
を
植
樹
。

桜
も
卒
業
生

も
ま
だ
小
さ

な
苗
木
だ
が
、
今
回
植
え
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

が
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に
、
卒
業
生
一
五
七

名
が
そ
れ
ぞ
れ
進
む
道
で
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
、
実
を
結
ぶ
こ
と
を
期
待
す
る
。
�

（
教
務
部
　
砂
川
か
お
る
）
�

（
学
務
課
　
下
田
岳
史
）
�

（
福
祉
支
援
工
学
分
野
　
准
教
授
　
東
畠
弘
子
）
�

●東京青山キャンパスでの学位記伝達式�●東京青山キャンパスでの懇親会�

●博士課程総代（福岡キャンパス）の矢野美和さん�
　（先進的ケア・ネットワーク開発研究分野）�

●博士課程総代（小田原キャンパス）の菊池昭江さん�
　（看護学分野）�

●学長賞受賞者、左から田中さん、島田さん、鈴木さん�

●北島学長と記念の一枚�●荒木田美香子看護学科長へ花束を贈呈�

●記念樹を中心に記念撮影をする謝恩会実行委員会�●記念樹の下には看板も設置された�

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
�

平
成
二
五
年
度
謝
恩
会
を
開
催
�

学
位
記
授
与
式
�

学
位
記
伝
達
式
�

卒
業
式
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第4回�

大
学
院
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第12回�

塩
谷
看
護
�

専
門
学
校
�
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Greet ings

　
二
月
四
日
、
塩
谷
広
域
行
政
組
合
消
防
本

部
と
当
院
の
間
で
、
救
急
搬
送
と
受
け
入
れ

に
関
す
る
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
�

　
ま
ず
、
当
院
の
一
瀬
雅
典
副
院
長
よ
り
救

急
隊
の
方
々

へ
、
当
院

の
救
急
受

入
体
制
の

変
化
と
今

後
の
課
題
、

症
状
別
の

搬
送
時
の

注
意
点
等

の
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、

救
急
隊
の

方
々
よ
り

現
場
到
着

後
か
ら
救
急
搬
送
す
る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い

て
、
実
技
を
含
め
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

質
疑
応
答
も
数
多
く
み
ら
れ
、
職
員
の
救
急

隊
へ
の
関
心
の
強
さ
が
表
れ
て
い
た
。
�

　
研
修
会
終
了
後
に
は
、
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。
救
急
隊
と
病
院
職
員
が
交
流
を
持
つ
機

会
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
双
方
に
と
っ
て

有
益
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
た
。
今
後
も

定
期
的
に
開
催
し
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
。
�

（
総
務
課
　
野
地
智
実
）�

（
総
務
部
　
木
村
裕
幸
）�

（
総
務
企
画
課
）�

（
地
域
医
療
連
携
室
　
飯
島
秀
行
）�

附
属
病
院
�

附
属
病
院
�

附
属
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
�

感
染
対
策
地
域
連
携
�

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
開
催
�

Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｍ
諸
国
一
行
が
�

三
田
病
院
を
視
察
�

塩
谷
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
と
�

合
同
研
修
会
を
開
催
�

診
療
棟
の
増
築
工
事
が
完
了
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
�

　
当
院
の
Ａ
棟
増
築
工
事
が
完
了
し
、
一
階
に

放
射
線
治
療
室
が
拡
張
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
室
が
新
設
さ
れ
た
。
二
階
に
は
既

存
の
手
術
室
を
拡
張
す
る
形
で
手
術
室
二
室
が

増
設
さ
れ
、
手
術
室
は
全
九
室
と
な
っ
た
。
�

　
増
築
し
た
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
二
階
建

て
で
、
既
存

の
Ａ
棟
と
連

絡
通
路
で
つ

な
が
る
。
一

階
の
放
射
線

治
療
室
に
は
、

最
新
型
の
放

射
線
治
療
機

「
リ
ニ
ア
ッ
ク
」、

隣
に
は
Ｐ
Ｅ

Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
新
規
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
栃
木
県
県
北
地
域
で
は
唯
一
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐

Ｃ
Ｔ
検
査
が
可
能
な
施
設
と
な
る
。
�

　
今
回
の
機
器
導
入
に
よ
り
、
従
来
以
上
に
迅

速
か
つ
精
度
の
高
い
放
射
線
診
断
お
よ
び
治
療

を
患
者
様
に
ご
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
臨
床
だ
け
で
な
く
実
習
施
設
と
し
て
も
、

さ
ら
に
充
実
し
た
環
境
が
整
備
さ
れ
る
。
�

　
特
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
運
用
ル
ー
ル
を
策
定
し
、
運

用
・
読
影
体
制
を
整
備
し
つ
つ
、
受
診
者
獲
得

の
た
め
に
企
業
訪
問
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
等

広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
�

�

　
二
月
一
九
日
、
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｍ
諸
国
（
グ
ル
ジ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
モ
ル

ド
バ
）
の
一
行
が
当
院
を
訪
問
し
た
。
外
務

省
主
催
の
「
Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｍ
　
日
本
・
医
療
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
一
環
で
、
最
新
の
設
備
や

優
れ
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
充
実
し
た
医
療
提

供
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
視
察
が
目
的
で
あ
る
。

Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｍ
諸
国
は
現
在
、
医
療
の
近
代
化
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
政
府

の
支
援
が
高
く

評
価
さ
れ
、
今

後
も
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
�

　
当
日
は
、
小

川
聡
病
院
長
の

ご
挨
拶
の
後
、

院
内
を
視
察
。

病
理
診
断
セ
ン

タ
ー
で
は
、
長

村
義
之
セ
ン
タ

ー
長
の
案
内
で
、

①
病
理
診
断
シ
ス
テ
ム
、
②
標
本
作
成
過
程

の
自
動
化
、
③
分
子
病
理
（
遺
伝
子
）
診
断
室
、

④
テ
レ
パ
ソ
ロ
ジ
ー
室
、
な
ど
、
わ
が
国
で

も
最
も
進
ん
だ
セ
ン
タ
ー
を
熱
心
に
見
学
さ

れ
た
。
近
い
将
来
、
標
本
作
成
過
程
や
遠
隔

病
理
診
断
（
テ
レ
パ
ソ
ロ
ジ
ー
）
に
お
け
る
、

本
学
か
ら
の
支
援
に
強
い
希
望
が
出
さ
れ
た
。
�

　
診
療
報
酬
上
で
感
染
防
止
対
策
管
理
加
算

１
を
算
定
し
て
い
る
当
院
で
は
年
四
回
、
近

隣
の
医
療
機
関
で
感
染
防
止
対
策
管
理
加
算

２
を
算
定
す
る
四
病
院
と
、
感
染
対
策
の
合

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
�

　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
各
医
療
機
関
に

よ
る
検
出
菌
状
況

の
報
告
や
感
染
対

策
の
取
り
組
み
、

感
染
に
関
す
る
情

報
や
ト
ピ
ッ
ク
を

挙
げ
、
情
報
の
共

有
と
連
携
を
図
っ

て
い
る
。
�

　
合
同
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
取
り
組

み
と
し
て
、
毎
回

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

前
に
近
隣
地
域
の

感
染
防
止
を
目
的
と
し
た
、
熱
海
・
湯
河
原

地
区
感
染
防
止
対
策
講
演
会
を
実
施
し
て
い
る
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
た
施
設
の
担
当

者
に
よ
る
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

外
部
講
師
を
招
い
て
の
講
演
な
ど
が
主
な
内

容
だ
。
第
五
回
を
迎
え
た
今
回
の
講
演
会
で
は
、

グ
ル
ー
プ
の
化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
の

増
山
英
則
教
授
を
お
招
き
し
て
、
「
現
代
に

お
け
る
肺
結
核
診
療
の
実
践
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
�

●講演に熱心に聞き入る参加者たち�

●病理診断センターにて、長村センター長を囲んで�

●栃木県県北地域で初めて導入されるＰＥＴ‐ＣＴ�

●救急隊による救急搬送の実技�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
�
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糸
山
 

泰
人
�

副
学
長
�

久
保
 

千
春
�

副
学
長
（
九
州
地
区
担
当
）
�

　
神
経
内
科
医
と
し
て
九
州
大
学
と
東
北
大
学
で
神
経
学
の
教
育
・
臨

床
・
研
究
を
行
い
、神
経
難
病
の
医
療
と
病
因
解
明
や
治
療
薬
の
開
発
研

究
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。前
任
地
の
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
病
院
で
は
、研
究
所
で
得
ら
れ
た
新
し
い
医
療
技
術
や
薬
剤
を
ベッ
ド
サ

イ
ド
に
届
け
る
こ
と
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。�

　
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、こ
れ
ら
を
患
者
様
に
い
か

に
優
し
く
統
合
的
に
お
届
け
す
る
か
が
大
切
で
す
。本
学
は
日
本
初
の
医

療
福
祉
の
総
合
大
学
で
、建
学
の
精
神
と
し
て「
共
に
生
き
る
社
会
」の
実

現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。「
チ
ー
ム
医
療
・チ
ー
ム
ケ
ア
」の
あ
り
方
を
考
え
、そ

の
充
実
と
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
福
岡
保
健
医
療
学
部
は
開
設
一
〇
年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。昨

年
度
、現
在
の
学
部
名
に
改
め
、医
学
検
査
学
科
を
新
設
し
た
ほ
か
、福
岡
看

護
学
部
を
百
道
浜
に
移
転
し
、本
学
独
自
の
関
連
職
種
連
携
を
体
験
で
き
る

教
育
環
境
が
さ
ら
に
充
実
し
ま
し
た
。先
の
大
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
の
開

設
に
加
え
、今
年
度
は
、高
木
病
院
の
急
性
期
棟
の
竣
工
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、実
習
環
境
の
向
上
や
国
際
交
流
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。�

　
大
学
院
や
九
州
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
、新
た
な
伝
統

を
つ
く
り
、さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
共
に
生
き
る

社
会
」の
実
現
に
不
可
欠
な
人
間
味
溢
れ
る
優
れ
た
医
療
福
祉
専
門
職

の
養
成
と
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
べ
く
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

九
州
大
学
卒
、
医
学
博
士
。
前
国
立
精
神
・
神
経

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
病
院
長
。
前
東
北
大
学

医
学
部
神
経
内
科
学
講
座
教
授
、
元
東
北
大
学
病

院
副
病
院
長
、
元
九
州
大
学
医
学
部
助
教
授
。�

慶
應
義
塾
大
学
卒
、
医
学
博
士
。
元
慶
應
義
塾

大
学
医
学
教
育
統
括
セ
ン
タ
ー
長
、
元
同
大
学

教
授
、
山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
。�

東
京
大
学
卒
、
医
学
博
士
。
前
自
治
医
科
大
学

医
学
部
長
、
同
大
学
附
属
病
院 

副
病
院
長
。
前

自
治
医
科
大
学
小
児
科
学
主
任
教
授
。
日
本
学

術
会
議
会
員
。�

九
州
大
学
医
学
部
心
療
内
科
教
授
、
九
州
大
学
病

院
長
な
ど
を
経
て
現
職
。
日
本
心
身
医
学
会
理
事

長
な
ど
。
専
門
は
心
身
医
学
、
ア
レ
ル
ギ
ー
学
。�

天
野
 

隆
弘
�

　
国
際
医

療
福
祉
大

学
塩
谷
病

院
継
承
時

期
の
六
か

月
の
副
院

長
就
任
を
経
て
、東
京
の
山
王
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
院
長
と
し
て
四
年
六
か
月

間
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
度
、

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
副
学
長
・
上
席

副
大
学
院
長
・
医
学
部
設
置
準
備
委

員
会
委
員
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。�

　
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
で
あ
る
本

学
で
の
学
事
に
、以
前
務
め
て
い
た
慶

應
義
塾
大
学
医
学
教
育
統
括
セ
ン
タ
ー

長
や
医
学
教
育
学
会
理
事（
現
名
誉

会
員
）と
し
て
の
教
育
関
係
の
経
験
を

生
か
し
、お
役
に
た
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
お
よ
び
大
学

院
が
、今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
羽
ば
た

き
発
展
す
る
よ
う
、全
力
投
球
で
尽
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　
�

　
皆
様
方
の
ご
支
援
の
ほ
ど
、お
願
い
い

た
し
ま
す
。�

　
本
年
度

か
ら
医
療

福
祉
学
部

の
学
部
長

に
就
任
い

た
し
ま
し

た
。
�

　
本
学
は
多
く
の
医
療
・
保
健
・
福

祉
職
を
育
成
し
て
い
る
大
学
で
す
が
、

福
祉
職
は
、
医
療
の
効
果
を
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
最
大
限
と
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で

あ
り
、
急
性
期
医
療
の
あ
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ア
や
支
援
を
必
要
と
す
る

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
力
強
い
味
方

で
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
は
、
医
療

提
供
体
制
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め

に
不
可
欠
な
知
識
と
技
能
を
持
ち
、

医
療
の
効
率
を
上
げ
、
医
療
の
発
展

に
貢
献
す
る
重
要
な
職
業
で
す
。
優

れ
た
志
の
あ
る
若
者
が
こ
れ
ら
の
魅

力
あ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
め

ざ
し
、
充
実
し
た
プ
ロ
人
生
を
築
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
�

谷
口
 

敬
道
�

保
健
医
療
学
部
�

作
業
療
法
学
科
長
�

　
平
成
五
年
の
春
、本
学
の
設
立
準
備
室
に

入
職
し
ま
し
た
。
当
時
、
作
業
療
法
士
の

養
成
課
程
は
三
年
制
で
あ
り
、
大
学
教
育

は
夢
で
し
た
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
日

本
初
の
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
を
開
学
し

た
高
木
邦
格
理
事
長
や
諸
先
生
方
の
想
い

を
皆
さ
ん
に
リ
レ
ー
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
�

国
立
療
養
所
東
京
病

院
附
属
リ
ハ
学
院
作

業
療
法
学
科
卒
。
東

京
理
科
大
学
卒
。
日

本
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
修
了
。
工

学
博
士
。�

国
立
療
養
所
福
岡
東

病
院
附
属
リ
ハ
学
院

理
学
療
法
学
科
卒
。

理
学
療
法
教
育
、発
達

障
害
お
よ
び
高
齢
者

の
理
学
療
法
が
専
門
。

日
本
理
学
療
法
士
協

会
代
議
員
。
医
学
博
士
。�

森
田
 

正
治
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
�

理
学
療
法
学
科
長
�

　
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、
福

岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
の
開
設
か
ら
携
わ

り
、
二
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
一
年
半

の
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
勤
務
を
経
て
、
大

川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
経
験
を
生
か

し
、
国
際
性
豊
か
な
保
健
医
療
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
養
成
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
�

い
と
や
ま
　

や
す
と
�

く
ぼ
　

ち
は
る
�

あ
ま
の
　

た
か
ひ
ろ
�

も
も
い
　

ま
り
こ
�

た
に
ぐ
ち
　

た
か
み
ち
�

も
り
た
　

ま
さ
は
る
�

桃
井
 

眞
里
子
�

副
学
長
�

医
療
福
祉
学
部
長
�

IUHW Public Relations Magazine 2014.415 IUHW Public Relations Magazine 2014.4 14

本
年
四
月
よ
り
、新
た
に
三
名
の
副
学
長
、一
名
の
学
部
長
、二
名
の
学
科
長
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
�

副
学
長
�

上
席
副
大
学
院
長
�

医
学
部
設
置
準
備
委
員
会
委
員
長
�
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NORTHERN TERRITORY

SOUTH AUSTRALIA

Adelaide
Perth

Darwin

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

QUEENSLAND

NEW 

SOUTH WALES

ICTORIA
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CANBERRA

Melbourne

Hobart

Sydney

Brisbane
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Coast

Ta´shkentUZBEKISTAN
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KUWAIT

SYRIA

ISRAEL
LEBANON

JORDAN

CHINA

INDIA

BHUTAN

NEPAL
PAKISTAN

AFGHANISTAN
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YEMEN
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ARMENIA

AZERBAIJAN

TAJIKISTAN
KYRGYZSTAN

IRAQ

SAUDI
ARABIA
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二
月
二
一
日
、
平
成
二
六
年
度
臨
地
実
習
に

向
け
、
二
二
施
設
二
五
名
の
指
導
者
参
加
の
も

と
、
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
習
指
導
者
会

議
を
開
催
し
た
。
�

　
北
島
政
樹
学
長
の
ご
挨
拶
、
新
井
田
孝
裕
学

科
長
の
学
科
の
現
状
報
告
の
後
、
実
習
指
導
者

の
お
立
場
か
ら
、
特
任
臨
床
准
教
授
の
根
本
加

代
子
氏
、
石
井
敦
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

視
能
訓
練
士
協
会
の
卒
後
教
育
に
も
携
わ
ら
れ

後
進
の
指
導
経
験
豊
富
な
両
氏
は
最
近
の
学
生

の
特
性
を
よ
く
把
握
さ
れ
、
褒
め
る
こ
と
で
自

主
的
な
学
び
を
促
す
こ
と
の
重
要
性
を
示
さ
れ

た
。
綿
密
な
実
習
計
画
や
話
し
か
け
や
す
い
雰

囲
気
づ
く
り
な
ど
、
実
習
指
導
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
お
話
は
、
参
加
さ
れ
た
他
の
施
設
指
導

者
に
も
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
送
り
出
す
大
学

側
と
し
て
も
感
謝
と
と
も
に
、
臨
床
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
連
携
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
学

生
た
ち
が
少
し
で
も
質
の
高
い
学
び
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い
。
�

�

To p i c s To p i c s

　
三
月
三
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
、「
第
一
回

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
は
、ガ
ニ
エ
フ・エ
リ
ョ
ー

ル
・
マ
ジ
ド
ヴ
ィ
チ（
対
外
経
済
関
係
投
資
貿
易

相
）代
表
団
団
長
ほ
か
、約
一
〇
名
が
来
日
さ
れ

た
。実
行
委
員
長
は
フ
ァ
ル
フ
・
イ
ス
ロ
ム
ジ
ョ

ノ
ヴ
ィ
チ
・
ト
ゥ
ル
ス
ノ
フ
駐
日
全
権
大
使
お

よ
び
松
本
財
団
代
表
理
事
・
松
本
謙
一
氏
で
、

日
本
側
か
ら
は
多
く
の
企
業
の
参
加
が
あ
っ
た
。
�

　
第
一
部
で
は
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
出
席

者
約
一
〇
人
の
ご
挨
拶
と
お
話
が
あ
り
、
前
半

は
観
光
・
芸
術
の
部
と
し
て
、「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

と
の
出
会
い
、そ
し
て
…
」を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。後
半
は
医
療
に
関
す

る
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、国
際
医
療
福
祉
大

学
三
田
病
院
・
病
理
診
断
セ
ン
タ
ー
長
の
長
村

義
之
教
授
を
は
じ
め
、千
葉
百
子
氏（
順
天
堂
大

学
医
学
部
客
員
教
授
）、キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ベ
ン
ト

ン
氏（
筑
波
大
学
副
学
長
）、市
橋
克
哉
氏（
名
古

屋
大
学
副
総
長
）、落
合
慈
之
氏（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
関
東
病
院
院
長
）、青
木
眞
氏（
感
染
症
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）、長
谷
川
フ
ジ
子
氏（
㈱
ス
ズ
ケ
ン
営

業
企
画
部
／
本
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。
�

　
長
村
教
授
は
、「
医
療
の
国
際
化
に
お
け
る
テ

レ
パ
ソ
ロ
ジ
ー
」に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
、

遠
隔
医
療
に
つ
い
て
の
概
略
や
、過
日
、ベ
ト
ナ

ム
・
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
で
施
行
し
た
遠
隔
病
理

診
断（
テ
レ
パ
ソ
ロ
ジ
ー
）の
記
録
を
動
画
で
供

覧
し
た
。ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
の
参
加
者
た

ち
は
、最
前
列
で
熱
心
に
聴
講
し
興
味
を
示
さ

れ
て
い
た
。続
い
て
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
中
心

に
グ
ル
ジ
ア
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、カ
ザ
フ
ス
タ

ン
等
と
共
同
し
て
発
展
さ
せ
た「
テ
レ
パ
ソ
ロ

ジ
ー
」シ
ス
テ
ム
「Virtual Silk H

ighw
ay

」に

つ
い
て
紹
介
し
た
。古
く
は
、ら
く
だ
で
移
動
し

て
い
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
も
、現
在
は
衛
星
な
ど

を
使
っ
て
非
常
に
短
時
間
で
交
流
が
で
き
る
た

め
、現
地
で
も
、
遠
隔
地
と
の
病
理
診
断
を
行

っ
て
い
る
。
�

　
現
在
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
日
本
で
は「
ニ
ュ

ー
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
進
ん

で
お
り
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
は
じ
め
と
し
た

中
央
ア
ジ
ア
と
の
文
化
・
医
療
交
流
が
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
て
い
る
。引
き
続
き
行
わ
れ
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、本
学
か
ら
は
北
島
政
樹
学
長

が
代
表
し
て
挨
拶
し
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
わ

が
国
に
寄
せ
ら
れ
る
医
療
交
流
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、本
学
と
し
て
も
大
い
に
協
力
し
て
い

く
旨
を
述
べ
た
。麻
生
太
郎
副
総
理（
財
務
大
臣
・

金
融
担
当
大
臣
）、二
階
俊
博
衆
議
院
予
算
委
員

長
、甘
利
明
経
済
再
生
担
当
大
臣
も
ご
挨
拶
さ
れ
、

日
本
政
府
の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
た
。本
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
わ
が
国
へ

の
期
待
度
の
高
さ
が
一
貫
し
て
窺
わ
れ
、今
後
の

さ
ら
な
る
協
力
関
係
の
発
展
が
望
ま
れ
る
。
�

●左から長村教授、　�
　ファルフ・イスロムジョノヴィチ・トゥルスノフ大使、北島学長�
�

●左から長谷川フジ子氏、北島政樹学長、松本謙一実行委員長、麻生太郎副総理�
　ガニエフ・エリョール・マジドヴィチ大臣、長村義之教授�

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
　
総
務
企
画
課
）
�

●大学祭（風花祭）に来校した献血車�

　
本
学
は
、
定
期
的
に
来
校
す
る
献
血
車
へ
の

協
力
や
大
学
祭
で
の
呼
び
か
け
で
、
毎
年
一
〇

〇
人
規
模
の
新
規
献
血
・
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
が
「
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
つ

い
て
積
極
的
に
普
及
啓
発
活
動
に
協
力
し
、
多

大
な
貢
献
を
し
た
」
と
評
価
さ
れ
、
同
推
進
連

絡
協
議
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
�

　
同
協
議
会
に
よ
る
と
、
単
年
度
の
登
録
者
数

は
平
成
一
二
年
度
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。
原

因
と
し
て
、
協
力
す
る
企
業
な
ど
で
の
登
録
が

ひ
と
通
り
終
わ
っ
た
こ
と
や
、
高
齢
化
に
伴
い
、

登
録
可
能
の
上
限
で
あ
る
五
四
歳
を
超
え
た
登

録
者
を
抹
消
す

る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
と

い
う
（
登
録
可

能
者
は
一
八
歳

〜
五
四
歳
）
。

な
お
、
三
月
一

〇
日
に
は
栃
木

県
保
健
福
祉
部

か
ら
、
人
口
千

人
あ
た
り
の
骨

髄
バ
ン
ク
提
供

希
望
登
録
者
数
が
、
栃
木
県
は
全
国
三
位
に
な

っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。
�

　
医
療
福
祉
の
総
合
大
学
で
あ
る
本
学
と
し
て

は
、
今
後
と
も
、
献
血
お
よ
び
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
の
普
及
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�
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三
月
六
〜
七
日
、
卒
業
間
近
の
四
年
生
を

対
象
に
「
卒
業
前
研
修
会
」
を
実
施
し
た
。

　
就
職
前
後
の
不
安
を
軽
減
し
、現
場
に
速
や

か
に
適
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、今
回
で
五

回
目
と
な
る
。今
年
は
、医
療
事
故
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
必
要
な
危
険
予
測
に
関
す
る
知

識
の
向
上
に
ね
ら

い
を
絞
り
、一
日
目

は
基
本
的
技
術
項

目
と
し
て
、フ
ィ
ジ

カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

技
術
や
注
射（
筋

肉
注
射
・
静
脈
注

射
）、輸
液
ポ
ン
プ
・
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
の
管
理
、

移
乗
介
助
技
術
の
修
得
。
二
日
目
は
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
複

数
の
状
況
設
定
に
対
す
る
危
険
予
測
と
対
応

を
実
施
し
た
。
�

　
二
三
名
が
受

講
し
、「
入
職
し
て

か
ら
の
イ
メ
ー
ジ

が
で
き
た
」、「
ま

だ
不
安
は
あ
る
が
、

や
る
気
と
や
り

が
い
を
自
覚
し
、

意
欲
が
高
ま
っ
た
」

と
の
声
が
あ
り
、

当
初
の
目
的
を

達
成
す
る
と
と
も

に
、専
門
職
と
し
て
働
く
自
覚
を
促
す
よ
い
機

会
に
な
っ
た
。
�

（
准
教
授
 
小
町
祐
子
）
�

（
教
授
　
松
本
明
美
）
�

（
総
務
課
　
豊
島
功
）
�●屋外に設置されたリハビリテーションを行うための平行棒�

●ケアフライト見学実習�

●講演中の根本加代子氏（上）と石井敦子氏（下）�

●研修を終えて�

●輸液ポンプの研修中�

　
私
が
感
じ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
と
の
違

い
は
、医
療
者
の
身
体
へ
の
配
慮
で
あ
る
。患
者
さ

ん
を
移
動
さ
せ
る
際
に
看
護
師
の
身
体
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
、ボ
デ
ィ
ー
メ
カ
ニ
ク
ス
を
活
用

す
る
の
は
日
本
と
同
じ
だ
っ
た
が
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
患
者
さ
ん
を
移
動
さ
せ
る
機
械
を
備
え

た
り
、ベッ
ド
か
ら
の
移
動
時
に
表
面
が
滑
ら
か
な

シ
ー
ツ
を
使
用
し
た
り
な
ど
、病
院
側
が
配
慮
し

て
い
る
。
さ

ら
に
、医
療

者
が
患
者

さ
ん
を
運

ぶ
こ
と
が
法

律
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、

病
棟
で
は

看
護
師
や

理
学
療
法

士
な
ど
が
一

〇
㎏
以
上

の
物
を
持

ち
上
げ
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
福

祉
サ
ー
ビ
ス
中
の
労
災
が
適
応
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。た
と
え
ば
、仕
事
中
に
腰
を
痛
め
た
際
に
労

災
が
適
応
さ
れ
る
た
め
、病
院
側
の
コ
ス
ト
負
担

が
増
大
す
る
。そ
の
た
め
、予
防
に
コ
ス
ト
を
か
け

た
方
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
も
有
益
な
の
だ
。日
本

も
医
療
者
の
身
体
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
慮
し
、医
療

者
の
怪
我
の
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。�

学
び
多
き
�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
冬
期
研
修
�

「
当
た
り
前
の
医
療
」
の
違
い
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
�

講
師
　
大
谷
喜
美
江
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
�

二
年
　
富
田
千
惠
美
�

　
一
月
二
七
日
よ
り
約
二
週
間
、
学
生
二
一
名

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
一
三
名
、小
田
原
キ
ャ
ン

パ
ス
八
名
）と
教
員
二
名
が
、ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
に
あ
る
専
門
学
校
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
研
修
に
参
加

し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
保
健
医
療
福
祉
事

情
が
学
べ
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の

サ
ウ
ス
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
。
保
健
医
療
関

連
講
義
、フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
移
乗
動
作
の
体

験
実
習
の
ほ
か
、私
立
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
、空

港
に
あ
る
ケ
ア
フ
ラ
イ
ト
施
設（
患
者
輸
送
用

ヘ
リ
、ジ
ェ
ッ
ト
機
を
装
備
）を
見
学
し
た
。
学

生
は
積
極
的
に
質
問
し
、
海
外
の
事
情
を
学
ぶ

意
欲
の
高
さ
に
教
員
が
刺
激
を
受
け
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
�

　
日
本
文
化
の
紹

介
で
は
、
折
り
紙
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

歌
が
い
ず
れ
も
大

好
評
で
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
や
拍
手

を
い
た
だ
い
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

と
の
交
流
で
得
た

も
の
も
大
き
く
、

別
れ
に
学
生
が
涙

す
る
場
面
も
あ

っ
た
。
�

冬
季
海
外
保
健
福
祉
事
情
�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
�

保
健
医
療
学
部
　
視
機
能
療
法
学
科
�

臨
地
実
習
指
導
者
会
議
開
催
�

保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
�

平
成
二
五
年
度
卒
業
前
研
修
会
�

大
田
原
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発行：学校法人 国際医療福祉大学�

◯c 国際医療福祉大学2014 　Printed in Japan　禁無断転載・複写�

http://www.iuhw.ac.jp/

学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ�

http://www.ch774.com

●理学療法分野　�
第47回日本理学療法士協会全国学術研修大会(鹿児島)�

●作業療法分野　�
作業療法フォーラム2012、第51回作業療法全国研修会(岩手)�

●言語聴覚分野　�
摂食・嚥下�
リハビリテーションの実際�

●介護・福祉分野�
自立支援型ケアマネジメント・�
自立支援介護2013

●医療・福祉・経営実務　�
日本総合健診医学会(第42回大会) �
※無料配信、�
医薬品マネジメント2013※無料配信、�
医療シンポジウム�
「医療改革への処方箋」※無料配信�

●厚生労働省情報　�
全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議�
（平成26年2月25日開催）※無料配信�
社会・援護局関係主管課長会議（平成26年3月3日�
開催）※無料配信�

●乃木坂スクール�
遺伝子診断、治療とその問題点�

●受験講座�
ケアマネジャー受験講座�

●情報BOX　�
納得！カラダ事典(健康に役立つ情報を専門医が�
わかりやすくお教えします)

●大学授業・副教材　�
文学論、死生学、国際医療福祉論、世界遺産と国際文化政策、医学／医療史、健康科学理論、リスクマネジメント論、�
メディカルマナー入門、音声障害学、ＰＴ動作分析論、生理光学、公衆衛生看護活動、産業看護の基礎、視能訓練学、等�

お問い合わせは�

主な配信番組�

主な�
配信番組�

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00）�
Eメール info@iryoufukushi.com　〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4階�

好評配信中�

TOPICS

学生向け動画配信サイト�「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療福祉専門職として活躍中の卒業生のみなさん、�
大学院でさらなるレベルアップをめざしませんか! �
本学卒業生は入学金が免除となります。�
本学グループ職員対象の奨学金制度もあります。�

本学はキャリアアップをめざす医療福祉職の方々を支援するため、大学院進学をはじめとするさまざまな学習の場を提供しています。�

学内推薦入試・�
入学金免除・奨学金制度あり�

IUHW Graduate School Information

国際医療福祉大学大学院の課程編成�

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200）�

「働きながら大学院で学びたい」�
社会人が学びやすい3つの特長�

ホームページで、大学院紹介ムービーを公開中。�
大学院総合パンフレット、分野のパンフレットも�
ダウンロード可能です。�

2015年度 入学生募集�

生涯学習 の ご 案 内 �

大学院�

大田原、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に�
6つのキャンパスを開設しています。�

医療福祉学研究科�

薬科学研究科�薬学研究科�

保健医療学専攻� 医療福祉経営専攻�

臨床心理学専攻�

●看護学分野��

●ナースプラクティショナー�

　養成分野��

●助産学分野��

●理学療法学分野��

●作業療法学分野��

●言語聴覚分野��

●視機能療法学分野��

●福祉支援工学分野��

●リハビリテーション学分野��

●放射線・情報科学分野��

●生殖補助医療胚培養分野�

生命薬科学専攻�
●生命薬学分野��
●医療薬学分野�

保健医療学専攻�
●看護学分野��
●助産学分野��
●理学療法学分野��
●作業療法学分野��
●言語聴覚分野��
●視機能療法学分野��
●福祉支援工学分野��
●リハビリテーション学�
　分野��
●放射線・情報科学分野��
●生殖補助医療胚培養分野��
●医療福祉経営学分野��
●診療情報管理・�
　分析学分野��
●医療福祉国際協力学�
　分野��
●先進的ケア・ネットワーク��
　開発研究分野��
●医療福祉連携学分野��
●医療福祉ジャーナリズム��
　分野��
●医療福祉心理学分野�

●医療経営管理分野��

●診療情報アナリスト養成分野�

●医療福祉国際協力学分野��

●先進的ケア・ネットワーク��

　開発研究分野��

●医療福祉学分野��

●医療福祉ジャーナリズム�

　分野�

修士課程�

（本学卒業生及び卒業見込者対象）�

修士課程�

医療・生命薬学専攻�

博士課程（4年制）�

博士課程�

①キャンパス�

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に�
行っています。�②カリキュラム�

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。�
質問やディスカッションといった�
同時双方向のコミュニケーションが可能です。�

●ホームページはこちら：http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/�
●Facebookはこちら：https://www.facebook.com/iuhwgs�
●Twitterはこちら：https://twitter.com/iuhw_grad

③同時双方向�
　遠隔授業�

　
三
月
に
最
も
歴
史
の
あ
る
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

保
健
医
療
学
部（
旧
保
健
学
部
）一
六
期
生
が
卒

業
し
、本
学
同
窓
会
は
、大
学
院
修
了
生
も
含
め

一
六
〇
〇
〇
人
以
上
の
同
窓
生
を
抱
え
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、

全
国
各
地
の

医
療
福
祉
の

現
場
を
は
じ

め
、各
方
面
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

　
私
は
大
学
開
学
時
に
、第
一
期
生
と
し
て
入
学

し
ま
し
た
。大
田
原
市
の
郊
外
に
新
設
さ
れ
た
小

さ
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
が
、「
日
本
初
の
医
療
福
祉

の
総
合
大
学
」に
夢
を
持
っ
た
仲
間
が
全
国
各
地

か
ら
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
学
生
生
活
を
謳
歌
し

ま
し
た
。早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
二
〇
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。今
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
関
連
施
設

や
講
義
棟
も
増
え
、立
派
な
大
学
に
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。同
窓
会
幹
事
会
議
は
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

の
卒
業
生
が
集
ま
る
の
で
、「
あ
の
施
設
は
あ
っ
た
、

そ
の
設
備
は
知
ら
な
い
」と
、思
い
出
話
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。ま
た
、福
岡
保
健
医
療
学
部
、小
田
原
保

健
医
療
学
部
、福
岡
看
護
学
部
と
各
地
に
キ
ャ
ン
パ

ス
が
で
き
、本
学
の
理
念
を
共
有
し
、「
共
に
生
き
る

社
会
」の
実
現
を
め
ざ
す
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。さ

ら
に
、赤
坂
や
成
田
市
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
す

る
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。母
校
が
発
展
し
て
い
く

こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
、ひ
と
り
の
卒
業
生
と

し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。�

　
同
窓
会
は
、い
ず
れ
社
会
に
巣
立
つ
後
輩
た
ち
を

温
か
く
見
守
り
、社
会
の
先
輩
と
し
て
で
き
う
る
支

援
を
行
う
会
と
し
て
も
機
能
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。私
た
ち
に
今
何
が
で
き
る
か
を
改
め
て
考
え
、

会
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。ま
た
、同
じ
学
び
舎
を
巣
立
っ
た
同
窓

生
の
縦
の
つ
な
が
り
と
、同
じ
職
業
・
資
格
で
結
び
つ

く
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
、各
々

の
連
携
の
場
、自
己
研
鑽
の
場
を
提
供
で
き
る
会

を
め
ざ
し
、今
後
も
同
窓
会
運
営
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

�

　
平
成
二
六
年
度
よ
り
、同
窓
会
の
実
働
組
織
体

制
を
見
直
し
、キ
ャ
ン
パ
ス
所
在
地
を
ベ
ー
ス
に
広

域
地
域
の
支
部
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�

　
並
行
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が
な
い
地
区
に
お
い
て
も

規
定
を
整
備
し
、支
部
会
立
ち
上
げ
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。�

　
運
動
会
や
大
学
祭
な
ど
、学
生
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ

の
支
援
を
行
い
、ま
ず
は
す
べ
て
の
在
学
生
に
同
窓

会
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。�

●
大
学G

m
a
il

の
拡
大
整
備
�

　
昨
年
一
二
月
に
全
卒
業
生
向
け
連
絡
用
メ
ー
ル

（
大
学G

m
ail

サ
ー
ビ
ス
）を
拡
大
整
備
い
た
し
ま

し
た
。今
後
は
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、同
窓
会
・
大

学
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
や
、参
加
型
の
企
画
情

報
を
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。�

※
大
学G

m
ail

の
ご
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、同
窓

　
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
�

　U
R
L: http://m

aronie.iuhw
.ac.jp/�

●
大
学
広
報
誌
『
Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
』の
活
用
�

　
現
在
、全
同
窓
生
に
年
四
回
、大
学
広
報
誌

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
意
見
を
取
り

入
れ
、九
五
号
か
ら
同
窓
会
専
用
ペ
ー
ジ「
同
窓

会
通
信
」
を
設
け
ま
し
た
。
同
窓
生
の
近
況
や

G
m
ail

で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
等
を
随
時
、

掲
載
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

●
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
�

　
同
窓
会
情
報
の
発

信
ツ
ー
ル
の
ひ
と
つ
と
し

て
、同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
本
部
）を
整
備
し
直

し
ま
し
た
。
新
着
情
報

や
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

を
見
や
す
く
ま
と
め
、

デ
ザ
イ
ン
も
好
感
が
持

て
る
と
好
評
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。同
窓
会
・

大
学
主
催
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
同
窓
生
に
関

す
る
情
報
も
掲
載
で
き
ま
す
。情
報
の
掲
載
を

希
望
す
る
同
窓
生
は
、同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

●
同
窓
会F

a
c
e
b
o
o
k

の
立
ち
上
げ
�

　
同
窓
会
幹
事
会
議
内
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
型

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
）の
立
ち
上
げ
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。現
在
、実
現
に
向
け
て
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
教
職
員
の
参
加
率
が
高
く
、日
程
も
一
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、平
成
二
六
年
度
関
東
支
部
会
を

大
学
学
会
学
術
大
会
と
同
日
開
催
と
す
る
こ
と

を
計
画
中
で
す
。�

―
八
月
三
〇
日（
土
）・
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
―
�

　
現
在
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
中
で
す
が
、

関
東
支
部
会
総
会
開
催
後
、Ｉ
Ｐ
Ｅ（
専
門
職
種

連
携
教
育
）を
軸
に
し
た
発
表
会
、学
科
単
位
の

分
科
会
、学
会
と
合
同
の
情
報
交
換
会
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
に
は
学

会
学
術
大
会
の
特
別
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、ポ
ス

タ
ー
発
表
等
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
、卒
後
研
修
も
兼
ね
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

関
東
支
部
会
�主
に
関
東
の
キ
ャ
ン
パ
ス
出
身
者
�

九
州
支
部
会
�主
に
九
州
の
キ
ャ
ン
パ
ス
出
身
者
�
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●昨年７月、同窓会総会後の�
　懇親会で北島政樹学長と�

●3月12日大田原キャンパス謝恩会での一枚。学位記伝達式�
　での袴姿からドレスに変身。涙と笑顔の一日となりました。�

同
窓
会
「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
代
表
幹
事
�

上
田
清
史
�

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
�

平
成
二
六
年
度
同
窓
会
事
業
に
つ
い
て
�

Vol.3

組
織
の
改
編
�

在
学
生
へ
の
恒
常
的
支
援
�

全
国
的
な
組
織
づ
く
り
�

学
際
性
の
高
い
イ
ベ
ン
ト
と
の
合
同
開
催
�

 IU
H
W
 A
lu
m
n
i A
sso
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tio
n
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o
rt

IUHW Alumni Association Report

　
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。リ
ス

ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
不
明
者
へ
の
連
絡
が
可
能
な
方

は
、お
手
数
で
す
が
本
人
に
連
絡
い
た
だ
く
か
、本
人
の

了
解
を
得
た
後
、同
窓
会
事
務
局
へ
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

連
絡
先
不
明
者
に
つ
い
て
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
同
窓
会
�

「
マ
ロ
ニ
エ
会
」
事
務
局
�

〒
3
2
4-

8
5
0
1
　

栃
木
県
大
田
原
市
北
金
丸
2
6
0
0-

1
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
学
生
課
内
�

T
E
L

　0287-24-3055

　F
A
X

　0287-24-3140�
M
ail

　o
ffice.m

aro
n
ie@
iu
h
w
.ac.jp

�
U
R
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n
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w
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/
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この春ひとり暮らしを始めた新入生に、先輩が「生活の知恵」を紹介します。�
夜こっそり涙していた（？）4月が過ぎて、いよいよ自分らしい生活のペースを�
作っていく5月になりました。先輩の体験談をぜひ参考にしてください。�

先輩が伝授！初めてのひとり暮らしの�
ためのお役立ちアドバイス！�

◇材料（１人分）�
・豚ひき肉…100g　・木綿豆腐…100g�
・たまねぎ…1/4個　・卵…1/2個�
・塩コショウ…適量�
◇作り方�
①みじん切りにしたたまねぎを炒める�
②豆腐をレンジで温めて水切りをする�
③材料を混ぜて、形を整える�
④フライパンで焼く�

帰省した時に�
食べたいのは、母の�
「シーフードグラタン」�
です。�

保健医療学部 看護学科2年�
小松磨実さん�
宮城県石巻高校出身�

　母が料理が上手なので、手伝いをよくしていま
した。入学前はざっとおさらいもしましたが、最初の
ころは、わからないとすぐに電話で聞いていました。�
　フライパンは大小揃えておくと便利。フタ付きが
おすすめです。�

　掃除機はあまり使わないので、しまったままに
なっています。カーペットはコロコロ、フローリング
は使い捨てシートのモップが重宝しています。�

　弁当を作っています。
冷凍食品に頼りがちに
なるので、栄養のバラン
スを考えて、野菜の惣
菜を常備しています。�
　通学は車ですが、近
場の買物などは自転車

を使ってガソリン代を節約しています。自動引き
落としの人が多いと思いますが、光熱費がどの
くらいかかっているのかも知っておくといいと思
います。�

　トマトの水煮缶、オリ
ーブオイル、ハーブソル
トが便利。簡単に本格
的な料理が作れます。
トマトの水煮缶はカット
とホールがあるので使
い分けてください。�

　部屋にいろいろな勧誘がきます。初めの頃は
出て応対していましたが、最近は居留守を使っ
ています。中には悪質なものもあるので、くれぐ
れも注意してください。�

　洗濯機の給水栓。
「使わない時は蛇口を
しめる」は父のアドバイ
スです。開けっ放しに
しておくと、地震などで
万一外れたら、部屋が
水浸しになります。�

 ソースはお好みで。フライパンで醤油、みりん、
料理酒を軽く煮詰めると、和風ソースのできあがり。�
　余った卵はスクランブルエッグに。栄養のバラ
ンスを考えて、ホウレンソウを添えました。�

　残りはラップして冷
凍。お弁当に使って
います。�
　お弁当によく冷凍
食品を使いますが、
意外とカロリーが高
いので、要注意！�

◇材料�
・鶏もも肉　・たまねぎ　・にんにく�
・カットトマトの水煮缶�
・調味料（みりん、砂糖、しょうゆ、ソース）�
◇作り方�
①スライスしたにんにく、たまねぎ、鶏肉を順に炒める�
②カットトマトを汁ごと入れて煮込む�
③味付けは調味料を少しずつお好みで�

◇材料�
・しめじ  ・セロリ  ・ソーセージ  ・コンソメ�
◇作り方�
きざんだ材料をコンソメスープで煮るだけ。�
セロリは葉も全部使えます。�

帰省した時に食べたいのは、�
母の「から揚げ」と�
「カレー」です。（吉岡）�

母の手料理は全部おいしい。（湯澤）�

保健医療学部 言語聴覚学科3年�
吉岡拓也さん（左）福島県立郡山高校出身�
保健医療学部 言語聴覚学科3年�
湯澤亮太さん（右）栃木県立足利高校出身�

　ひとり暮らしの最初は、やはり食べることが大き
なテーマでした。そんな時は、近くの友だちが頼り
になります。友だちが遊びにきていっしょに食べる
こともあるので、食器は何でもいいので３人分くら
いあると困りません。�

簡単でヘルシー�
豆腐ハンバーグ�

わたしのおすすめメニューはこれ！�

わたしのおすすめメニューはこれ！�

これなら失敗なし チキンのトマト煮込み�

具だくさん コンソメスープ�


